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巻首図版  

1．芳賀北濃遺跡全景（束より）  

2．芳賀北原遺跡出土古墳時代土器群   



ガ若里ヒ原遺跡が所在する群蟻県1冊首川Jは、閑寂平野の北l些聞．主に位置し、北に名  

峰赤城山を望み、坂東太郎の名で知られる利根川が市域を畏流する「水と縁」に  

恵まれた人I126ノノを有するり．用Sであります。  

1甘梢の地形は、両部に広がる†1桐裾台地、巾の北西から柄東にかけて帯状に広が  

る広瀬川低地ニHL そして今回計一睦されました方円北頂適働がⅡ地する亦城火山斜  

面の三つに分けられます。そのlいでも赤城火山斜l仙は、l－1本でも一二を争う日照  

時≠Jの長い地域であり、また7阜一一代の遺跡が広く分れ●していることで知られる地域   

となっております。   

昭和服咋から55咋にかけて実施されたガ矧寸Ⅰ地追跡の発掘調査では、500軒を  

越える平安‖封じの什居跡が発見されており、「和名軌柁抄」に記述のある「芳賀  

郷」にあたるのではないかとの推論も出されました。   

このように、近作における各柿闘鍬こ什う発抑制杏の成黒により、八代且の空  

仁＝耶分が次々に埋められて火ています。   

このたび東計竜力株式会社より、吊内烏1抑‖」●における変蟻所址設に伴う州蔵文  

化財棚需用一拍依勅が1拍橋打数百委員会に提出され、調盃を実施しましたところ、  

古墳‖射じおよび奈良・平安時代の住居跡が確認され、遺跡側であるということが  

分かりました。遺跡の取り扱いについて協議しましたところ、別可犬での保存は難  

しいということとなり、記録保存のための発抑ほ川査を実地することとなりました。  

l；上せられた邦分の調査ではありましたが、什居跡10仰が倹小され、地域史を解明   

するllでの良市な資料せ偽ることができました。   

揖後になりましたが、計■J杏を実施するにあたり、物心両面にわたりご協力いた   

だきました東出棺力株式会社の方々、ルびに発抑・楷即作業に従印していただき  

ました方々に刈し厚くお礼lいし卜げます。   

本鞘君子書がガm地l大の腑史を仰りける一肋となり、また考－7！】－学研究の参考・とな  

れば♯いに存じます。  

平J或4咋3ノj  

lⅢ橋Ⅲ理祓文化財究潮用－古銭世l  

lせl長  遠 藤 次 也   



l＝l  

liかき／二（ょら  

1．本鞘葉書は、民＝川用光（配揖川変成潮脚闇）に†）1そうガれ北似通跡光則椚査報竹男である。  

2．遺跡は、軋槻，抑据帥烏取＝」？ト北似353－5祈地に所／lける。  

3．計－ヨ査は、前橋吊理祓文化財究裾調査団が東京待力株式全車＝洋一螺丸町長岡晶徹と委託契約を締   

結し実施した。  

調怨担当者およびjU川旧ま以卜のとおりである。  

発抽い調創り）■川●  鈴木州テてト狩り附了弘 （前橋lい肝臓文化財発加納冶l弓用∫■踏係）  

試刑期川 平成3圧1ノj7l1 猟腑跳別刷り 斗職3丹5ノ」7ll～平成3咋6パ7l＝1  

鮨研い筆削1浩作成勅‖り 平成3咋10日1lⅠ～＼lえ成′＝巨3ノj】引て】  

4．本吉聾の原稿執墨・編集は鈴木・狩野が行った。附醐′卜業をはじめl異＝振作成には、岩木郁代・   

岩木 撰・大川一郎・樟フクエ・往谷文彦・汲水秋子・陽伐たま汗・陽浅政夫・陽桟道子の  

協力があった。  

5．下記の専門的分野については、次の機関ならびに方●々のおtl†二言iIになった。（敬称略）  

地桐・地質＝錨山賊酢蛸 イf材鑑定＝触．相川  

6．発鋸調査で州十した遣物は、当銅銭卜」●はり前梢高教百委員会に保門責任を依瀬し、前桶川教   

育委員会文化1り’保稚拙収職仰で門即されている。  

凡  

l．挿順＝こ使川した北は陸棚北である。  

2．挿l葵＝こ、建設省国仁地理院発行の1／20力▲地形図（宇郁H）と1／2．5力●地形図（前橋）を仙川  

した。  

3．本追跡の略称は2Cf与である。   

4．各遺構の略称は次のとおりである。  

†l…古墳～iIえ安帖代の什州止】）＝ 卜肌．」Ⅰ）…糾文時代の二卜仇1〕…什穴（ピット）  

5．遺構・遺物の央測図の紬尺は次のとおりである。  

追納  什居仙・二卜坑…l／60、昭‥・1／30、全休隊…1／100  

迫物  ⊥端・イ「ソ㍑…l／：う、瓦…1／′l、子r矧l‖ト・け：ト1／6  

6．スクリーントーンの侵川Jは次のとおりである。  

遺構断面図  構築両…斜線  

遺構平Irl順1 焼ニト・・淡ノ∴も、堅相加ト・一ノご、㈲敵  

退物突紬順l 炭化物…桝、艮色川㍑‥・糾  

ii   
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Ⅰ 調査に至る経緯   

平成2年度に芳賀地域の電力需要の伸びに対処するため配餞用変電所ならびに送電線を新設す  

る旨、東京電力株式会社より前橋市教育委員会に通知があり、協議の後、建設予定地について遺  

物分布調査を実施し、平成3年1ノ」7日に試掘調査を実施した結果、住居址等の追跡の存在が櫛  

認されたため変乍呂所および鉄塔部分を中心に哩蔵文化財の本調査を実施することが決定した。   

調査は前橋市教育委員会の組織する前橋市埋蔵文化財発掘調査団が東京電力前橋支店の委託を  

受け実施することになった。平成3年4ノ＝J19日付で東京電力株式会柑1丁†柄支店より調査依勅書が  

提出され、5月2巨けJ●で委託契約が綿糸1fされ串業実施の運びとなった。   

木追跡の名称は椚蛮地域の小字名を採川して方円北原遺跡とした。朋怨両梢は250n了で、現地  

での発紬調査期刷昭平成3咋5月7ltから6月71ほで、整即作※は10月1llから平成4年3ノ1  

13日までであった。  

Ⅱ 追跡の位置と環境  

1 遺跡の立地  

芳賀二化原追跡は前橋・今井線、州債びり－の交差点から高化合方l＝へ約1．51川1北⊥した人直川水わ  

きの台地‖卜にある。追跡他の地番は了1ii橋巾．し‘訓酬∫字北頂353－5である。烏職制■は、昭利ほ9年に荊  

橋巾に合イ井されたもので、それまでは勢多郡升紺車れ鳥淑であった。III井出村は赤城lllの南煙に  

あって、南北に細長い三川形状を詳している。」乱点に）－1たる北拙は棚高620111、底辺に当たる南  

拙は＝1利根川の抑Il敷とされる沖机地で、その株高は110111、平均斜度約5／100である。本選跡地  

の焼高層、143．90111で、赤城火山群＝rlは呼ばれる赤励Jlの裾野に屈する傾斜地土にある。亦城火  

山斜面は台地扶の地形であり、ところどころ山地に源を発するl‾い小の河川が商流し邦分的に研析  

谷を形成している。したがって缶状台地Jでは水に乏しく、おもに乗州1等が広がり、小河川によ  

り形成された谷地では、狭憬ではあるが水川が睾ほれている。そして、この斜l何の末拙邦は比高  

差10m前後の直線的な段Iて二仁i三をなしており、I11利仙川のつくった広潮川低地に接している。本追  

跡から繭へ約1．5k‖1下った前橋今ル組付近（端気l叫）がこれに当たり、ここから向に快便5Iえユ！チが  

広がっている。本遺跡他の現況はおもに桑畑で、追跡他の倖刷りには人l‖廿水が隣接し、亦励lI柄  

斜面一帯の農業JIレKとして広く利川されている。   



」
 

ド
丹
弛
張
 
 

・
川
ハ
∴
烏
∵
 
 

り
∴
‥
．
‥
J
▼
 
イ
 
 

鍋
渡
紬
 
 酢

黒
潤
摘
魁
「
汎
拭
酢
触
酢
 
 

㌦
鰭
勒
 
 

ト 
1
．
 
 
 

．
 
 
 

追跡の植田と周辺の遺跡  

1．ガ賢北部川地追働（S48～50）   

2．ガ餌班制＝』削り山追跡（S51～55）   

こう．ガ倶西酢二l二業卜川也追跡（S50）   

′1．捺峯追跡（S5（う）   

5．オブ塚■いj†i   

（∴ 人11塚71川i   

7．善 順 守  

8．小神明通働湘（S57）   

9．拙気迫跡昭（S57，58）   

10．打柳端居追跡（S58）   

1】一l軸IL之Il追跡（S59）   

12．小神明追親潮（∩本追跡S58）   

13．小糾＝肛址跡冊（l叫日通跡S58）   

‖．小神明追親潮（人l牲神道跡S58）  

】5．小神明遺跡朝（ノL机辺跡S58，60）   

16．小川‖州道跡椚（帯向追跡S59）   

】7．小神明追跡昭（射水追跡S60）   

】軋 ∫」l切塚追跡（S60）   

】（）．小神明追跡昭（S（il）   

20．ガH北曲輪追跡（‖2）   

21．ガH北偵追跡（11こり  

閻・．1．朝刷砧そ   

ドig．2 リ1：f‘f北頂昆膵肘．■ij辺1・ズ】  



2 歴史的環上境  

亦城lllの南斜油ゆ創◆出では、州れば必ずといってよいはど追跡にぶつかる文化肘の点種と言わ  

れている。昭和10咋、県‾卜一斉に行われたハ墳調杏においてガ目地区では64邦のtl▲均等カミあるとさ  

れ、赤城l1価蘭ではl廿荒I軋H、相川川、l州博三村についで7皿■fの多いところとされている。しか  

し、Il柵150年、ガ倶西部二「業世け山追跡（ガター肘－り山追跡群）の調査では記載蹴れの‾古墳が31北も砕  

認されたほか西川追跡（小帥l州道跡仰】l一片収町）、溺町班公川1助川こもあり、これらの古墳を  

仰せるとガ賀地lズには実に100裁もの古墳が存在することになる。また方円地l真は、Il桐II40咋代  

後半から昭和50仲代前半にかけて央施されたガ飢団地遇働昭の発掘肌膏によって、糾文IIJf代から  

近世に至るまで、はぼ各Il射じの遺構が多数確認されたところである。周辺区憧みても分かるとお  

り、この時実施されたガれ団地迅働朝（方円二化部卜川也追跡、芳H弛邦⊥潔l軋地遺跡、方判l当部二1二  

光川地遇胡）の光則調杏は方円地lズの小心邦40万Ⅰポを全l仙畑こ仙川返すものであり、1うγ†橋の発捌  

火のなかでも特三拝されるものであった。ここでは、このl附【l偶作からIl什帥55年に及ぶガ釣棚地追  

跡群の発裾調盃を小心に、その後現在まで行われてきた小小の発加の成黒をふまえながら同地1ズ  

の歴史を概観してみたい。まずガれ団地迅朝潮の概略を述べる。ガn北部刷皿追跡（刑ノ鮎「沌一肌  

6．1ha：現れ三の方円団地，箭花台）では、奈良・ミド安‖Jf代の1ミ堅州1肺腑231軒を始め、糾文帖代前・  

中期の哩穴住屈址、中期の倣手汗1二斤削、および中川の勝沢城址の－・郎が倹伸された。升甘酢肛l  

美川地追跡（刑査両和剤3311きl）では、北部l動地とl冒Jじく、奈良・平安帖代のlミ竪穴イニ】抑‡址420軒、  

鋸立杵建物跡が19叫t二も検＝されたのを始め、糾文Il射じ1Ⅲ別の竪穴仲居址39斬、後期の敷石■什居  

址6軒等が検山された。Jユ：飢西都工業団地道側（調漑Ir‥机約2．511～l）からは糾文時代前期のl署穴  

什居址、埴輪棺等も検出されたが、H墳松葉記服張れの7川i3り．長の集小が見られたところに特徴  

がある。これらの死刑の成果から方円地lズの惟史を要約すれば、  

①＝甘分翻および集落の変遷を検証した糸．1i黒、ガ門地l式は糾又から●ト肌、奈良・平安そして小   

世、近tt上まで、はとんどのl甘代にわたって人々の竹浦の場として利川されてきた。  

②そのなかで、抑圧時代の退構、迫物と確認できるものは極めて少なく、亦城l＿1▲l雄の何ぼ斗地と   

いうI二l然環境が、農桝のl甘始されるこの時代の小沼空川としては不適切であったと化け〕れるこ  

と。  

③発見された†朝川ま17三倒「畑こ奈良・5lえ安帖代のものが多く、この時代になって人々は、川：びこ   

の他を生活の場とするようになること。そして、この習Hには、罠業技術、特に酢漑の進歩が   

あり、弥吐時代には水‖に過さない谷地が、このl甘代に水l叫ヒされていったと艮われること。  

などが挙げられる。なお、この発裾渕杏の進展に†さ】！って一時講題になった、、ガ賀郷′ノの所／l三をめ  

ぐるl肛題は、1987咋、鑓祇洗相通働から＼＼方：郷′′ と甘かれた購欝斗≠の州現によって物「ド摘一三拠を  

打たない“芳烈郷′′ ＝ りユ‥賀地lズ」の】巽1式は説得力を火いっつある。   



Ⅲ 調 査 の 経 過  

1 調 香 方 針  

発抽闇査を失地するにあたり、衣上の桝l■jljは肌南側刷一の如縮を図るため鵡機（バックフォー  

0ノ111了）を相川」し、訓d愈相川の2501ポの区域にそって1Il川甘方のグリッドを設定、叫から東へ第川  

数字（1・2・3・・）、北から両ヘアルファベット（A・】う・C・・）で呼称した。各グリッ  

ドの呼称方法は北西の杭の名称を便川している。   

調怨は表二卜の除去後、プラン確認に人り、亜行してグリッド及び1う．Mの設剋を行い、その後  

追納の配閏医lを縮尺1／100にて作成し各適用の批正】∴程を検討した。   

その糸．！i黒、イ三1抑削の調査は、  

1．「い火邦でクロスするセクションベルトを設けて情欄撒沌行う。  

2．10c‖泄防以卜の退物は、鮒ノ11／20にて図イヒし、それ以卜についてはドット豪記した平山‖対を   

作成し、取り上げに際してほ遺物台帳に．㈲屈粧を記録する。  

3．窯は頂則として縮尺1／10で図イヒ、遺構ヤ朝順＝ま仙lりとして鮒ノく1／20にて尖施する。  

なお、測吊の抽軋・∴もは∧一1グリッド（X＝46．小18、Y＝－65．132）で、l∋．Mは調蛮地内   

に東西2カ所設置し便川することとした。  

以上、人まかではあるがこの方針にそって．牲査を進めていった。   

発掘調惑準備    豪十排除  プラン確認  遺構遺物調壷     追跡ぢ貞根揖      そ の 他   

1991  

′1月20日  ●  

5月7暮l   「＝≡∃‾  

9卜l  川畑ほ川闇潮  

6月 7卜l  L⊥⊥」  

i  

ナ                                                 掛   

l・1iに．3Jい■トl山山勘抑制木綿虻拒l   



2 調 査 経 過  

配滝川変滝所新設に仲う弱：県北似通働の発掘誹抽は、判戊3丹5ノj7ltから6ノ」7lほでの約  

一力川…にわたり失地された。肌西浦沌－～は25011了である。まず、、】彷某3什5ノJ21】、東甘「臣力株  

式会社前橋支店とのlⅢで委託契約を綿糸．ti、現地にプレハブ須務所を設蘭し、5ノ」611に機材の搬  

人・点検を行った。   

翌5パ7lt、いよいよ発抽掃射隼を闘始。まず、調査区ふ細りより荊機による表二＝姉別を行い、そ  

れと亜行しながらプラン仰言忍を仙■i次行っていった。本道跡地の錮血潮沌■王は250n了で小規膜な発掘  

であるにもかかわらず、プラン確認の布．1f黒、什居址9軒（11－●脚時代住居址3軒、平安時代什ノ侶Il二  

6朴）、二卜坑3基（うち1状は、後に紬又時代のl妬し穴と判明）の存作が認められた。同時に、  

調査l東l些il抑こl」酉糾矧‡Jの探加を人れ、基本屑序を碓認した。そして肌杏区の東側では裁二卜炉i  

（桝作卜）卜30cl†l錯度で遺構を切りこむソフトローム層が倹山されるのに対して、酎則では表二卜  

屑とソフトローム屑の問にに30～′10cl】l耕度の∧s－Cl）（浅‖り‥1起源：1日紀前半）混上回が認  

められ、本遺跡のIlけ山形は州Ilりからl町側にかけてやや卜りぎみに傾斜していたことも判明した。   

これらの結果を元に調蛮力●法の検討を行った。そして、調蛮lズ迫川数が多く、またプランがりJ  

仰＝こでている彿飢わ州り部分から迫構の削り下げを開始することとした。迫川伽り下げは5ノj9  

11から靖子したが、訓抽区東側潮力はIl－21ゴ・，トⅠ－3ゝ丁などのキ1ろ′友＝射で住居址とⅠ十－41・■■l－－墳  

帖代作居川二が複架附こ重複しており、省イ1三川l卜の全容をっかむのに丁吊‖取った。とくに、5」＝jの小  

旬から取りかかったH－1号什≠洲は本遺跡の小心となった適用であるが、－・辺約8m弼の人里  

住居址で排二Il葦毛が多く、遺物も多数倹伸されたため、遺構精査は6川こ人っても続いた。   

また、5パの■ドイ小こは紬飢緑川り邦分のまソ．】抽にも1摂りかっかたが、ここでは、柑こⅠ卜5け平  

安＝射Ul裾凧とⅠ1－（）け八郷IJ上代往居川との巾校閲係の把裾や、その州りいデに予定外のl，Jfl川を  

凹やすことになった。   

訂．▲ヨ杏は、後1ドに入り雨ノミにより、■1初のサ定より進捗が遅れたが、l州側邦分の試加によって新た  

に倹伸された上1－10の刑膏をノl迂後に、6ノ」7l‾1、現地説明会吸びハイライダーによる遺構全仏当  

主一路満服し、現場での作業をすべて終／した。その後の酪理作※は、6日111はり文化財保遡課  

の楷上】頗で始め平成4咋3ノj人llにはイ′ド※をソ山戊させる運びとなった。   

満査期川中は東掲の関係捌こも矧要となく足を運んでいただいたはか、近隣の什民からは肌膏  

区付近のl1伝など良市沌細里牲を捉供していただいたことを申し添えておく。   



Ⅳ 層  序   

1桝：プ、酬北畑l砂屑。耕作卜。伐制服テフラ（∧s－tう：1108叩）を  

3（）％以上含む。附／トカiややあり、締まりがある。   

Ⅰ＝席上扶瀾色粧拙旺 ∧s－1㍉宰冊ノ＝まないが、締まりはややある。、   

l【t〕屑：暗楓色組側伸張うIそ安時代通用構築面・遺物包含屑。As－11、  

矧iりC咋イJ（∧s－C：1111二紀初潮）、榛名－∴ツ岳軽イJ（lll、－  

FI）：61明し‖Ⅰ葉）を含む紬砂屑。締まりがあり、粧悼もやや  

ある。  

＝a屑：灰捌揖色紬＝沙屑。I1Ⅰ、－ド1）、榛名一ニッ橘火山伏（トII，－F∧）  

を1二休とした屑。締まり、拙作八にややある。  

1 日l津卜甘㈹赴剤炒帖 As－C、ll－1－ドⅠ）を20％粧度含む紬砂刑。  

て！■■肌吋代遇㈹構築面・遣物包含屑。拙作を少し召し、締まりが  

ある。   

lVa層：畏色別l炒炉i。∧s－Cをト休とした屑。   

l＼Jl）佃：l州冒陳色糾l砂屑。∧s－Cを】0％程合む帖。弥往時代迫物包含  

屑。  

V ナビき：鵡抽出糾l砂屑。ソフトローム層。粘性はややあるが、締まりが  

り射、。縄文時代遣物包合屑。   

＼7IZl屑：l肛甘掲色微妙屑。ハードロ【ム屑。閥！り一板和裁色脛石（∧s－  

Yl）：約】．3～トリノ一年前）を10％程度含む。宰＝／l三があり、聞く  

締まる。  

2 VIl〕屑 明英槻色傾倒ローム層。∧s－YI）をl満とした紬砂層。  

Ⅵla屑：lリ肌柏色地質ローム屑。伐周一1′l糸畔イf（∧s－SP：約l．5力■  

丹前）を3％程合む微砂凧。締まり、拙作肘こある。  

V‖t）屑：り一英槻色硬質ローム什宜，∧s－Sl〕を1三†本とした微妙炉き。  

Ⅷa屑：明鵡槻色硬質ローム屑。た紺卜板如掲色畔イ川Y・（∧s－1うlつ  

〔；t・（）uP：約1．6～2．1ノノ丹前）を少尉合む微妙炉i。拙作があり、  

締まりが弱い。  

Ⅶ用屑：明瑞相色側慣ローム炉L ∧s－1日〕〔汗（）し1l）をl潮とした力Ifi。  

111tC桝：明朗掲色瀾個贈。∧s－I＝）を少ilヒ合むJれ 締まりややあり、  

拙作がある。  

Ⅷ〔l伊上りけ‡柑色硬でiローム層。∧s1iI）を含む微妙屑。締まりは弱  

いが、帖什をイ】す。  

IX 屑：明宝l‡柑色硬質ローム屑。姶山「1、n火l1収（∧T：約2．t～2．2ノノ  

丹前）を二巨体とした屑。  

X 丹′巨l伸甘粕色刷t■．屑。暗色帯。拙作が強く、締まりはあまりない。  

Ⅹ1屑：明朗≠瀬川堀口ーム層。榛名一八嶋火11此（約3ノノ≠前）を＝ト  

休とした微妙椚。  

馴 屑：明班槻色粧＝、′i。粧棋力Ⅷミく、締まりのある粧卜屑。  

Mll屑：l川榊沌購イり「′i。梯㌢．－八Ilれ瞳イi（llIへ－11l）：約1．l～4．1ノノ  

丹前）。比較的人粒な頼イ‖河。  

ⅩIV屑：掲色粧卜屑。水性1経机で非常に拙作が撒い。  

ⅩⅤ 屑：淡三l‡色卜屑。亦城一人刷火砕流椎梢物（約6ノ〃巨前）。  

卜、ig．∠l タジク‘（北肌迅潮相即町l▲．桐はl   



Ⅴ 遺 構 と 遺 物  

1．住  屈  址  

本追跡から検出されたm・伽は、ハ計10軒である。このうち銅銭l大西仙の小町（lト1～′＝づ  

†枠用卜）と東側の2附（‖－9、1肛川裾削）は、基本図車用Il〕屑で確認され、l桁仙まハードロー  

ムまで州り込まれている。その他の住居址は鯨利伸狛t t〕屑で確認された。衣寸劇刷り後の煙筒は  

1朋．00Ⅰ両拍後で、地形は如から西へ緩やかに何体lしている。   

調姦l大域の関係上、全州できたのは小軒のみで、他の什州山ま肌膏区域外のため邦分的な調膏  

にとどまった。仙に訓抽l天城榊拙こ倹付された‖－7り・住居址とⅠト811仙■肌は、徹取分しか  

調査が及ばなかった。   

訓撤した住居用烏、すべて方形プランを主■とし、トト′＝ナ住居址を除き勅勘こ竜をイjサる。   

また、帖代別にみると、ハ域時代什炉り‖二′川t二、平安時代住居址6申「である。  

H－1号住居址  

位 置 ∧－6、∧－7  拙 高   1′廿0′1m  挿 図1Jig．6、20、25  

刑査血潮 （4．亜）Il了  リ 貞Ⅰ）I」．1  力 付 N－550－Ⅰ二  

Jrラ 可人 剰州水域外になるため全休の形状は確認できず、肌膏は柄照≠と東裡側の－■邦のみ行う  

ことになった。そのため確言忍規似は両壁3．50Ill、血Ii．で2．30I11で乱一掩拍沌一主は4．′1hl子である。  

平面形は火壁と雨裡の一邦が明らかになったにすぎないため推測になるが、伸！一号とも一  

l出紬こ裾られ裡ははば直川に交わることから、方形のプランをHしていたと想定できる。  

また、碓認面からの嘩高烏平均10cmで他の附．一子址と比較し浅い。ローム噂往い平均750の  

川里をもって立ち＿卜がり明昭に倹＝できた。  

J人 面 昧的iははば平均で、邦川畑こ竺酎、面が検＝された。  

i毀 二卜 合体で川中こ分けられる。l‘l然堆梢で埋没したと考えられるl瀾断面で、l～2屑は  

∧s－C等を含む暗帖也をした紬砂田で、ニー炉＝ま炭化物を多く合み、困冊寸近の4層は  

炭化物とノ火が多く言忍められた。  

職 川二 刑査lぺJ或内には倹川されなかったが、東胱邦分に少吊：の灰と炭化物が確認された。  

什 穴 昧Irl＝二には両班阻より対川紬l∴に120cm削れた地点に1ケ所ピットを検出した。直往21  

cm程のlリ形を圭一与し、探さは42cl11を測る。三l州三穴と考えられ、これに対応するピットが調  

査l肴域外に存／仁するものと思われる。   

州り方lい火部が高く触り残される傲向が認められる。また貼り昧卜のⅠつ1川辺から2状の二卜肌  

が碓認された。規膜ほl〕、：長径f）2c‖×租律61cltl、探さ12c＝、1〕2：k径102cll】×短径18  
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cM、探さ18cnlである。  

遺 物 総ノ計数96点程で、小火付近から戸桝勘こかけて多く分布する。鋸文卜岩昔の混入もみられる。  

また、実測可能な遣物は小室蚤l点（1）と石㍊1ノく－、しであった。（1）は床面抽ニーl∴より出  

卜し、口縁部が外反し底削が偏平気陳で、胴邦に斜仙のへラケズリが施される。  

H－2号住居址  

位 置1〕－6  偵 R笥 143．8加1  抑」文】Fig．7  

1J：主■‡1）I」．1  仙i梢  8．29Il了  力‘位 N－830－1三  

形扶裾執而こおいての形賦は長軸カIr7Jがこう．56Ill、姐棚方Irりが2．18111である。平IHプランは両  

北に良い長方形を呈し、火壁の小火より附こ偏れして撒を〃する。抹面桔は8．291ゼであ  

る。本件居仙は確執仙こおいてすでに耕作等による1’jり、Iそを受けており壁高はiIり勾4c＝足  

らずしか残存していなかった。  

珠I… 吊描一辺に2～3c‖lの貼りノ末が施されJ木Irtiははぼ51叫lであった。  

i毀 卜l－jり5lえを受けているため、∧s－Cをわずかに含む去l、胱此卜が2層確認されたにとどまっ  

た。  

化 址 弛壁のlい火よりやや陣‖こ付旧し、胱面より外仙＝こある。腑‡忍した規模は全長68cl】l、幅46  

c‖、炊きll邦帽36cltlである。l】jり平を受けているため城存賦況は不良で構築材等、すでに  

流山しており倹州されなかった。  

州り方‘すでに肺紬仙こおいて、→邦貼り沫面が破壊されていて、ローム層⊥面が謝tルており、  

やや不l伸暁であったが、両壁附いこ2裁の二卜坑を確認した。規似はl〕l：長径126clllX規律  

98cm、探さ18cm、I）2：k径81cl】lX短径72cm、深さ21c］11である。  

種 複 本追跡中最人の‖【」＝ナ住居11卜と印魁傑＝系をもっており、木旧刊止は同住居址の両壁の  

一郎を切って構築されていた。また、州り力▲を訪一抽lい、圧居内の北側邦現にJJ〕－1り・  

＝先日が倹州された。  

遣 物 出卜総数は156ノよもで、介†利和こ分布するが＝帥端や須恵端の小破ノーl‘が殆どで復フ己・尖州  

には至らなかった。  

備 考・什穴、貯職穴、川溝等は倹＝されなかった。  

H－3号住居土止  

位 閏】うー4・5、C－′ト5  楔 高 1′13．55111   州lX】lllig．8、9、20、25  

1j：ill）I．．2  油i机  13．0811了  力■ 位 N－900－1て  

形 可人 平面形は東西方Irり3．1′l111、西北方l刷．28mを測り、r軋lヒに長い長方形を＃する。東壁に  

は竜を有する。北壁と也裡はローム壁が比較的明瞭に検出できたが、東壁と面壁の－・部  

分はトⅠ－車引1リ．仙上とり」りハっているため1I－4号イ1廿里宜の闇＝・．である∴t、と褐色←卜屑の壁  
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が倹拙された。確認面からの煙筒は、lノ・均30cmで、870の用度をもってシャープに立ち－上  

がっている。   

床 面 困仙まローム層をり」り込んで削申した後、全体的に2～3cmの厚さで貼り昧が施され、  

はぼ平坦に形成されている。良く踏みIiIりめられている昧の里緻l址は伴侶中火邦イ、J●近と佃  

炊11付近から貯撒穴周辺にまで広がっている。   

視 二l・．仝体で5屑に分けられ、一冊耕作による拷紺Lを受けているが、As－－C等を合むプ、】、と袖色  

⊥がl‘l然拙稿したと考えられる⊥屑である。  

佃 址 火壁の小火邦より柄寄りに†品吊し、壁面より外側＝こある。仝艮118c川、幅94cl】l、炊Il邦  

長22c11l、燃焼部k66cnl、州道郡山30c川、炊＝祁幅6紬11、燃焼邦帽7仙1】、煙道祁幅38c‖、  

煙道部の立ちl∴がり用度は550で緩やかにカ∵ら上がる。全困畑こ戟〃賦態は良好で竜内  

典の断面は「U」字形を‡l！．し良く焼けていた。また両柚ホと人井部、及び支f1ミには安Ill  

キニ†質の礫が使川されており、炊l1邦は一け日賦に納まれていた。穏構築にあたってある程  

此の設計がなされていたと考えられる。  

伽り方 小さな凹凸の他に、杓Ilj形をしたこ川一】の二卜坑を検山した。規膜は】）】：長祥118c‖×規律  

68cITl、深さ15cl】l、】）2：長径146clnX粕祥122crll、沫さ18cJn、】）：一：長径12cTnX規律24cm、  

探さ21cll】である。  

巾 複 本調杏で寂人規模のH－′＝」イl廿車l卜の北西コ【ナーを切り込んで㈹具されている。電址、  

及び東蝉と内壁の一部分が用複しており、仙風帥勺には半分柑曳切りハっている。  

遺 物 総点数は877点で、仝附付こ偏在点く分力】●している。】冥l示したものは、糾文傑鉢（2）  

と苗創11L（3）、イJ岩昔3ノさ、し、刀Tl点がある。（2）と右端は、本†＝．仙卜の退物とは考’え  

られず、流れ込みによると比け）れる。また、（3）は、内面、外1址八に「後」と思われ  

る文字が崩吉されている。  

備 考 杵穴、川溝等は倹川されなかった。  

H－4号住居址  

位 置：∧－6、Ii－∠1・5・6、C－4・5・6、1〕－5・6  櫻Iiり  い13．571Tl  

抑l文Ill、ig．10、11、12、2l、22、25、26、27、2と‡  りJ：ヂ壬 1）】J．3  

1rli枯 56．35Il子  方 位 W－650－S  

形 状 確執rliからの裡和まiIり勾35c＝を州り、ローム甥は叩旦850の川度で立ち卜がっており明  

瞭に検州できた。平1址形は本誹抽で最人肌根の東西7．7Ⅰ¶、湖北7．7Illでl仙椚は56．35Il了を  

州り、整ったl仁カJrうを！lける。三l川山一位はW－650－Sでl野晒やや両端りに礪を設朋し  

ている。すでに試裾調出でトレンチを設定し削り卜げた段脚で検出されており、木調膏  

に人り豪寸劇刷り後のプラン確認においても、漫土と†＝声‡のり」り込まれているローム屑が  

仰り＝こ分れており価認は容易であった。  
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休l両 昧帖ま全体的にほぼ中根で貼り昧はされておらず、珠而のレベル差は10cl11以内におさま  

り、東が高く、西が低いという傾向がみられる。また5ケ所粧、炭化物を多く含む焼寸．  

純囲が碓ほされているが、仁l然のものとは比け）れず、什居にl臭ける遺構であると思われ  

る。さらに住居の肘削I火肺こ広がる畢微雨は軋l悌渡の高さを示唆するものであり、  

おそらく人＝扶施設に快Ⅰ係するものであろうと判断できる。  

覆．土 はばレンズ扶に自然潮沌－iしており、全休で7剛こ分けられる。1～3層はセカンダリー  

のAs－CやlIl、－ド1）ド1を含むさ、l、ミ槻也卜で、5～7層は紬炒の黄掲色．卜でロームの流  

れ込みがみられた。  

亀 址 西壁の中火よりやや雨寄りに位置し、三l州1方†立はW－650－Sを指す。域存状況は比較  

的良好で、全長152cm、最人帽142cm、炊き＝部幅60clnを州り、住屈車108cl】l、住府外45  

c】tlの規槻である。煙道郎の立ち上がり用度は330で、緩やかに☆ち卜がる。梢築は、什  

居裡を長さ62cm、幅43cl】lで掘り込み、燃蜘祁も10cltll甘後加りカを役けて㍊色卜を敷き、  

その．卜にロームで本体を築いている。柚邦はt二部が粘卜を随Iめて構築されており、兆底  

部はロームブロックを含む粘色二l二が放かれている。その川に峠石を含む黒掲色卜が充填  

され、‖り層をなしていた。また相川川lゆ椰認のi弊、蜘二卜が予想した柑多くなく、どこま  

でが大州祁の励落でどこからが使川面なのか確認に手‖旧祝ったが、長さ30cm、幅20cIll程  

の支個の触り万邦分がり＝碓になったため、そこから使川ナrliを判断した。  

什 穴 射軋点こは6ケ所のピットを確認している。支杵穴はl）l～lつ1の小冊で対川練十に配さ  

れ、名文杵穴の小心ノさ三もを結んだ州圧のl川隔は、Pl－l〕2が4．2Ill、1〕2－】〕。が4．3Ill、  

1〕。－1㍉が4．2111、1）。－1）1が4．巾11で、1〕1－1〕。、1）2－l）．1を結ぶ対朝練の長さは、そ  

れぞれ5．6Ill、5．8Illを計州する。1つ5は竜のすぐ両側、イ1串削の輌西コーナーに位置し、  

東西力向1．1m、南北方向l．1Illをした丁仁方形の貯械穴で、底邦に行くにしたがって摺鉢  

岨こなり、1．3mも刷り込まれていた。1）6は磯の北仙こ樟関するIl」形の貯祓穴である。  

側 溝 ノil摘鞋は㈲引く分を除いて全川しており、伏面との比高差はヤ均5cIll、腑12cl11でめぐってい  

た。  

重 綾 イさ】抑潮岬の一邦分がトト3り▲什居上】卜の火照と龍刷り力1こよって破壊されており、両壁一  

部を1ト2研輔車山こよって切られていた。  

迫 物 本件居拙からの州卜迫物は総点数3，3′19ノ∴もで、検小された迫構の巾で最も多く、l判示し  

たものは、鯉9点、（13）、（14）、（15）、（16）、（17）、（21）、（23）、（25）、（32）、  

壷2点（10）、（31）、甑1ノ、■、し（22）、高林3点（11）、（24）、（29）、杯‖点（4）、  

（5）、（6）、（7）、（8）、（9）、（12）、（18）、（19）、（20）、（26）、（29）、  

（30）、（33）、器台1ノよも（26）、布端7ノ、一、し、【川川－1点の合計3鋸、しである。遺物の平面  

分れをみると、全休的に竜のれ柚部分と貯祓穴から1）2のl川に退物が集lいしている。  

（23）、（25）の淡ほ、佃及び1㍉周辺を叫心にして、抹面山上で重なり合って出土して  
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いる。（′1）、（9）の林は、1Ill以内での接合で、はぼ完形に近い状態になった。（7）  

の杯は拭而直⊥の2片とl）5のlいの1Jl■が抜ハしている。また、（21）の高林はレベル井  

が35c‖程で、最人5Illういこちらばった8片が接ハとなった。この甜不は明確な棲をれ一し  

榔附こ∴何形の透かし穴がみられる。その他、比l蚊的レベル井は少ないが、仏相川にわ  

たり接ハI別系をもつ似Irりがみられる。  

H－5号住居址  

位 椚 ∧一2、】ミー2  偵 高   113．57‖1  抑l宝IFig．13  

コj：主1l）L．4、5  削査両梢 （5．27）tlf  力■ 仙】ニー100－S  

形 可人 北側三ll分が死闘区域馴になるため合体の形状は碓話忍できず、訓愴は梓川り半分と砲をイj‘す  

る東壁の一J■耶のみ行うことになった。そのため仰言忍規模は東西方向2．50111、湖北方Irり  

l．80Illで調査而梢は5．27Ilfである。平1址形は両雄及び火星．モと州壁の－イ那が明らかになっ  

たにすぎないため推測になるが、肌査区」ヒ側に続くガ形のプランを11！していたと想定で  

きる。また、碓認両からの壁高は叫勾26c川で、Il川平のため両壁の人部分が破壊されてい  

た。桧山できた埋は∧s－C混じりの黒掲色tで、それはど堅くなく平均700～800 の川  

度をもって＼ナち卜がり、やや検川にノ憤った。  

J木Jr】iJ人血は職の前が若十里組であったっが、その他はそれはど堅くなく、北川がやや低くなっ  

ている精度で、はぼ朝川こ構築されており、貼り妹は認められず、鋸り方はホ明瞭で地  

昧と判断した。  

損 二卜l‘灘川沌■iで理没したと考●えられる仙朋佃1iで、仝†本で5屑に分けられる。】～3ノだ＝ま  

∧s－C等を舎む黒視色宜した紺砂桐で、J人i桐寸近の4層と5層は炭化物と炊が多く認  

められ、郎分的に砲から流山したと思われる焼二卜も多h＝こ検山された。  

砲 址 肘掛＝刷1くよりやや軸縛りに樟阻する。仝1封12clll、腑74c川、炊Ll邦艮56c‖、燃焼邦烏  

28cm、畑道都長28cTn、炊＝邦帽22c‖、燃焼邦帽36cm、畑道制帽32cm、畑張紺15のり宜ち卜  

がり州要は420を与1ける。  

貯蔵穴 竜のん柚卜30c【ll錯の所に長軸方向70c11l、柚仙方向6血】l、探さ34c‖のはば円形宜した貯職  

人がし肛倹什された。   

用 複 ハードローム屑を刷り込んでヰ】埠築されている‖－9り什居址の決壁をり」って、本往居址  

が作られているが、レベル差がこ用c日程あるため出様ル響を及ぼしていない。  

退 物 総点数は2開点錯で、硝とその川辺に址申しているが、＝仙侶の小†政ノ1■がはとんどで、  

子裏元・尖州には至らなかった。  

H－6号住居址   

位1‖こ C－l・2   

III 

焼 霜 l′13．′帖11   抑l対11「ig．11、15、23、28、29   



当：圭一さlつl」．1  i川 根 10．46Il了  ん 位Iエー120－S  

形 可大 平l両プランは、如匹i力■帖う．10111、i用ヒ方IJり3．48】11を測り、火±勘こ俺をイj一し、やや南北に  

長い方形を呈する。碓㌻鮎rliからの蝉㍍はヤ均36cl】lである。倹山した岬はローム壁ではな  

く、∧s－C混じりの艮は色二卜で、それはど堅くなく半均700～800の何度をもって≠ち  

上がる。  

昧l両 床l両はほぼ51り出で、令†利和こ良く踏み州められている。堅緻潮力は、111火から砲にかけ  

ての部分が特にlき控く締まっている。肌り休は、剰仙こわたり5～15cl11の厚さで施二Ⅰ∴され  

ておりり＝姉に検帖できた。  

殿 】二 自然で埋没したと考えられレンズ附こ椎耕した上剛断面で、全体で5層に分けられる。  

1～3屑は∧s－－C等を合む∴しミ槻也をした紬砂層で、J人IHイ寸近の小南は炭化物と炊が多  

く語忍められ、5炉＝こ川；川畑こ稚から流付したと比け）れる恍二】1も多青＝こ検山された。  

俺 址 東壁l＝い火邦よりやや両帯りに位潰する。全長108cm、幅60c‖、炊l二＝恥長32cl】l、燃焼郡山  

18cI11、煙道部長10c‖、炊＝邦幅28cIn、燃焼邦幅34cr11、煙道邦幅36cln、煙道邦の立ち」上が  

り用度は480を呈する。  

桝り方 多くの凹ハが認められたが、不定形をしたノ＝Mの二卜坑を仰悠忍した。規模はⅠ〕】：仏経61  

cnl、短径18cEn、深さ12c＝、1）2：長径71cln、規律6f；cl”、深さ21c川、］〕3：長径90cm、如  

62cm、探さ21c‖、1）．：長径81cln、規律68cnl、深さ34c）11である。  

退 物 総点数は599点程で、偶周辺と什居倖刷りに集lいしている。怪1ホしたものは、羽釜6点  

（34）、（36）、（ごうの、（40）、（11）、（42）、南台椀1点り3）、杯1点（35）、（37）、  

紡錘車1ノよも、イfソ罠2山である。平面甘仙こおいては香道物共、てド均1In程度の相川で桜  

ハl期係をもっている。また、垂直分れをみると、はばl「りレベルから山卜した迫物什の桜  

ハがはとんどであるが、（37）の羽釜ほ、30即lのレベル井で2什が接合された。（35）の  

杯は、他の遺物との共作関係からして、本住居址に流れ込んだと考えられる。  

備 考＋周浦、肝臓ノくミ弓■；は倹山されなかった。  

H－7号住居址  

位 前程トト1  恍 高   1′13．64m  抑l対111ig．15、21、29  

ユJ：圭一ミⅠ〕L．4  調直面耕 （1．52）Il子  方 位 N－890－Ⅰ二  

形〃（完肝査区域の西拙で検州されたため、調査は滝部分のみで全休の形状は確認できなかった。  

明らかになったのは、勅勘こ〃すると比け）れる隠祁ク〉で、†i加｝の本休は調査l墾域外の西  

側に続いて存在するものと考えられる。  

滝 川：東壁小火邦よりやや両端りに位関すると皿われる。すでに人ノト邦が刷上Iろされており、椰  

言忍できた相川で、仝艮82c［n、腑72c［n、炊＝冊長12c111、燃焼部艮31cnl、焼道部長39c］11、炊  

＝邦幅36cm、燃瀬川l川嗣Ocm、州道邦幅38c‖、州道邦のり■iソニち卜がり用度は760を圭lける。  
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穏覆ヒ 全体で5桐に分けられ、下部に牡卜が多く見られた。  

迫 物 総点数は11ノよし程で、l異】示したものは高台椀2点（朋）、（46）、Jオこ1点（45）である。  

（朋）は、穏の炊きl‾＝祁よりfl＝二している。（45）、（46）（ま、竃両雄、火附rtはり山上  

した。  

腑 考 用溝、貯撒穴等は検山されなかった。  

H－8号住居址  

位 置lうー1  標 高   143．71111  挿l受IFig．15  

写 真箋1）IJ．1  乱－ほ河浦一i （0．89）Il子  方 位 N－870－1工  

形＋状ⅠⅠ－7引三1リ云引止と同様に調査区域のl甘拙で倹州されたため、調査は佃邦分のみで全体の  

J闘犬は碓認できなかった。明らかになったのは、東壁にイjサると止しわれる穏の煙道潮力  

で、桂川の本イ本は肌漁区湖外の西側に続いて存れするものと考■えられる。  

領 址 東壁「い火邦よりやや西寄りにイ動毘すると比け）れる。l－1－7号住居址と同様に、すでに人  

外部は1一川平を受けており、燃焼邦の一郎と煙道邦分が検拙された。確認できたのは、全  

長63cm、幅43cm、畑道湘長42cnl、畑道都幅21cl11、煙道邦の正ち⊥がり1（J度は220で緩や  

かに立ち上がる。  

稚覆二Il全休で5層に分けられ、下附こ焼∴Lが多く見られた。  

迫 物 ハニllした迫物はわずか3点柑で、接合・視元には至らなかった。  

腑 考 川溝、肝臓穴等は検伸されなかった。  

H－9号住居址  

位 置 ∧－1・2、B－1・2 糠 南 142．97111 抑l繋1Fig．16、17、23、30、31  

写丈墓」）IJ．5  紳輔仙椚（12．16）Il了  方 位 N－75‘’－E  

J杉」人 本住居址の卜祁に構築されていた＝一5り什抑止の州り方を訓概lい、確言忍されたイニl井川l二  

で、碓は而からの哩高はさI′均85cmを測り、木肌査申最ヰ深く、卜邦の壁は∧s－C混じり  

の黒掲色二卜であるが、その下30cIIl程でローム壁になる。！勘まilろ均850の用度でシャープに  

≠ち」Lがっておりl州原に検州できた。竹rlり杉は、住居址の北東コープーーと亀の一邦分が  

胴金l刈城外のため、全休の形状は確認できなかったが、班t叫方■lrり3．90111、両北方Irl」3．55  

111で調査l仙椚は12．16n了を測り、はばlトカ形を．呈する。また、本作力川二は11－4別】諦㌻  

址と同様に損卜とイ＝■チの切り込まれているローム層が椚判＝こ分れており規模の確認は比  

較的容易であったが、東壁のlい火卜附こ1裁と、そのやや南端りに作り柄えたとはわれる  

もう1凡の磯を誤聞していたため、確認に手‖り取った。  

休l＝J人Ihiは介困仰こはぼ平山で、昧而のレベル差は10cll】以内におさまる。私胤辺材l・】心に堅  

緻Ihiが広がっているが、仝l†liに．！ざl二っての貼り昧は地されていない。火が高く、l叫が低い   

13   



というイ址向がみられる。さらに住居の面壁申央珊に広がる里緻l吊は仙川勅使の高さをホ  

唆するものであり、卜l－′＝三川ミ居址と同様、おそらく人＝扶施設に関係するものであろ  

うと判断できる。  

慢 二仁 ≡耕作による撹乱が－▲邦みられるものの、その他ははぼレンズ扶にI二燃堆精しており、全  

休で8J戸＝こ分けられる。1～3臍＝まセカンダリーの∧s－Cを含む褐色卜で、5～8層  

は紬砂のホ褐色卜でロームブロックの流れ込みがみられた。  

沌 址 東壁のはば中火邦に1几（亀A）と、そのやや南寄りに位魁し、作り揮えにより新たに  

構築されたと比け〕れるもう1兆の竜（硝】う）が、ふたっ隣りハう形で倹伸された。各電  

の主軸力■位は領AがN－760－Ⅰ二、硝1うがN－790－1てを指す。本イニ＝計址の確認面が高かっ  

たため、残存状況は両ニパ・とも比較「l勺良好で、規似は抱∧が全長112cl】1、最大幅140cm、炊  

きFI邪帽58cIllを測り、什居叫5Ocnl、イ1三居外66cm、砲］3が全長88cm、揖人幅68cm、炊きrl  

椰幅20c111を測り、住川内34cl11、住居外53cmの規模である。磯∧は、比較的煙道部は緩や  

かな傾斜をもち、兄拙邦にきて急用度に1ナち卜がる。火昧拍＝封租而よりやや卜がりぎみ  

で煙道邦に車る。また、火床邦の下にはローム主体のプ】1掲色二卜が敷かれていた。柚邦は  

竜1うの構築の際、取り雌されており碓話忍できなかったが、構築材は軟質の白色粘⊥を咋  

心にしており一部址l・．もみられた。－・方、砲1うの煙道邦の立ち⊥がり川度は840で、は  

ぼ直川に宜ち卜がる。人外邦の肌落で焼卜が多用に倹山されため、使川面の碓認にてこ  

ずったが、結H、燃焼冊が予想以卜に深く、そこから－・支いこ急用度で煙道が☆ち，卜がる  

ことが判lリJした。柚邦は卜邦が粧二卜をlむ】めて構築されており、兆底珊はロームブロック  

を含む褐色土が敷かれ、その問に幡イニ「を含むjリ、ミ帖色二卜が充填されていて、1i一小り往川  

川二の構築方法と軌似している。  

削りカ 小さなllt＝りがl⊥られ、邦う川引こ炭化物が址申しているl‥iもあったが、昧トト坑等とりわ  

けて姐附こl酬系するものは、倹拙されなかった。  

川 梢 川溝は全川しておらず、俺邦分をl除き南東コーナーから面壁を通り雨西コナーまでめ  

ぐっていた。また、調理大域内の北壁に→削が確言忍できた。抹Irliとの比高差は平均10cm、  

腑16cl11で、推測になるが、曲壁を除きめぐっているものと比け）れる。  

tll複 往居址の東与！書と確邦力が‖－5引‡1廿里Il二の両壁と西噂の－イ那によって切られているが、  

トト5り住居址のヰI埠矧l射こは、すでに多用の土が川場－fしていて、大きなレベル差がある  

ため、所接してはいるものの、ロー〔接的な膨轡はみられない。  

遺 物 木イ1諷刺からの州二卜遣物は総′点数973点で、図示したものは、班2点（56）、（57）、壷  

1点（47）、Jオ、9点（1とi）、（49）、（50）、（51）、（52）、（53）、（54）、（55）、（58）  

と√f岩罠2点である。て】丹比け在で退物の山」丑吊兄をみると、仝イ′佃勺にイニ1」バ両雄側をIl心に  

散／一三して山二卜している。（56）の帆は、佃∧の火抹面はり、ソ己形の状態で～】H二した。重  

出分布では、昧拍i山卜あるいははぼ同レベルでの接合I則係が多いが、（47）の主；一：壬は、レ  
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ベル差60cmで3什が接合している。  

H－10号住居址  

位 置1〕－2、1ニー2  偵 高   143．05111  挿 図 Fig．18、24、31  

写宴主】⊃IJ．6  洲二蝕而租 （7．08）11子  方 位 N－750－1て  

形 メ伏 ノ障三周址は、調査l真南l矧抑こ数筒所にわたり2Ⅰ両当方の試掘トレンチを入れていた際に  

確認されたイニ1瀬‡址で、調蛮終∩Ⅲ際まで精査が続いた。什居址の両側が発抑‖水域外にな  

るため全休の形状は碓認できなかったが、調査はトレンチを拡張して、穏を召する東壁  

側半分と北壁及び四壁の一部を行った。確認規膜は、東西力IJり3．60111、南北方向（2．70）  

nlで誹地面枯ほ7．081品を測る。よって竹rl川封ま、両壁と東埴の一部があきらかになった  

にすぎないため推測になるが方形を呈していたと皿われる。碓認血からの哩高は平均35  

cnlを州り、ⅠⅠ－9砂肝居址と同相に、卜祁の壁は∧s－C混じりの∴蔓、ミ褐色二卜であるが、  

その下10c日程でローム雌になる。壁は亨lろ均830の州夏でシャープに立ち卜がっており、窟  

の右柚部刃が一部敬礼を受けていたため不l伸瞭であったが、その他は比較的明瞭に検州  

できた。  

床 面 昧i柄は、令休的にほぼi巨出で、ん和r‡ゆレベル差も10cl11以内に什卜げられていた。Il．！凍は、  

厚さ5～】5c”1はどに施二】二され、里緻面は磯部分から杜仲い火郎にかけて広がっている。  

特に、滝周辺は桃川頻度を物語るかのように良く踏み州められていた。また、調査した  

穐囲内には貯祓穴等は検出されなかった。  

覆 二l二 邦分的に、桝作による傲乱がみられるものの、はぼレンズ岨こ鉦然粧耕しており、全休  

で5層に分けられる。1～3層はセカンダリーの∧s－Cを含む黒掲色Jで、中層、5  

屑は紬砂の黄褐也二L二でロームブロックの流れ込みがみられた。  

ア出 川二 東壁のはぼ中火祁に位潰し、三闘l＝方位はN－780一日を指す。】ト9別▼1ミ炉削と同様に  

確認血が高かったため、残存帖柚ま比・馴くノ良好で、規似は全長143c‖、最人幅93cm、炊  

きl1郎帖‖6clllを測り、住居内108cm、イ刃．1‡外35cmの規似である 。構築材は三】三に灰ドl色柚  

⊥で作られロームも使川されていた。両袖の紬仙こは、署．：二llずれてはいたものの自然石  

が由☆させてあり、その上にl「りじく自然石が乗せられ、一廿日状に投出されていた。火床  

面はほぼ平らで、畑道珊は緩やかな似斜をもちながら立ち卜がる。  

削り力‘貼昧を除去すると、比較的小さな世＝‖が見られローム地‥が露川した。  

造 物 本件屈伸からの山上遺物は総ノ∴し数馴2点で、l冥l示したものは、杯l点（59）と班2点（6  

1）、（64）と布端5ノ∴しがある。（59）の林は、電lノ」より山卜した3片が接合した。（61）  

の埜は、竜の前面、床l仙揖⊥より＝卜した2片が接合した。（64）の班は、はぼ同レベ  

ルで、1うm近く離れて2片が接ハしている。  

備 考 川溝、支杵穴等は検山されなかった。   
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2．ニI二   

JD－1号土坑  

位＋置Ⅰ〕－6  

ユ〕：真l）l．．1  

偵 高 113．18111  挿l対lTig．19  

1rli楕   1．72Ⅰポ  

形状等 長軸方向1．30111、如仙カlりl．10In、l堤根L方■形を＃し、確認仙はりの深さは0．62111を測る。  

中根なハードローム層のノ人が検川され、、昧のlい火邦に直往9c川、探さ15cnl程の円形をし  

た穴が確認された。また、東埋の中央部にも、直往14c‖、探さ24c川程の穴がみられた。  

損 二卜 今体で小屑からなり、1～3層は茹柁赴透したソフトローム屑を］二休とした二卜で、1屑  

はよく締まっており明鵡掲色をしたハードローム屑を三じ休とした．卜である。  

退 物 総点数112点杵で、はとんどが糾文卜岩詣の破片である。‖卜】∴した・上端は小破片がほとん  

どで接合・復元には至らなかったが、√i岩罠1点をl宍l示した。  

D－2号土坑  

位 苗 C－4、1〕－4  焼 声笥 143．52111  挿 図lTig．19、24、31  

り 主l墓1）l．．6  1rli桔   1．1′1Il了  

形扶等 長軸カー直‖．12Ill、如柚方Irり0．981¶の梢方形宜草し、確認両七りの探さは0．68mを測る。  

昧l両は、はぼ平山でハードローム層の床が倹山された。  

手製 二1 5八如こ分けられる。1～2屑は、∧s－－Cを岩‥十含む紬砂屑である。また、3～5層は、  

ソフトロームを三ト†本にハードロームブロックが混人している。  

迫 物 総点数5配しで図示したものは、Jオ、1点（59）とむ端l点である。この林は、l：坑小火、  

l叫壁より10cm科脚れた地点から＝■1・．しており、確認Irtはり10c‖程のレベルで2層より検  

＝された。  

D－3号土坑  

位 椚1ミー3、C－3  恍 高 143．65】11  柿 怪】111ig．19  

1j・王l｛Ⅰ）lJ．6  1rtF 精  0．馴11了  

砂肝等 上細け‘向1．11Ⅰ¶、矧油方IJり0．92Illの桁方形を呈し、椰認両よりの探さは0．211mを測る。  

昧l州は、l址凸がみられ、ハードローム層の昧である。  

遺 物 わずか、1鋸、捕ミで、糾文斗灘の混入もみられたが、ほとんどが小破片で接合・復元には  

至らなかった。  
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ⅤⅠ ま  と  め  

赤城仙南焼斜仙こおいては、すでに数多くの遺跡が柵ほ忍され肌膏が行われており、その結黒し  

だいに周辺の雅史が脚りはれつつある。その小で、木遺跡はごくl；上4られた狭い相川の乱帖ではあっ  

たが、この他で！Ⅰ二活を′さ：ミ’んだ先人の足跡を知るうえで貴市な賢料が得られた。以下、若十の所見  

を述べて本報告君のまとめとしたい。   

本遺跡からは、ハ計で10仰の伴侶川が検州された。帖代川＝こみるとH墳時代の什居址が4軒、  

5Iえ安時代の住居址が6軒である。まず、－川ill新じの小軒の什居址はいずれも端本剛事111b層で価  

言忍された。昧面はトト1、1、10り斗1：居址はVlb屑まで達しており、‖－9り住居址にいたって  

はⅥ1む桐まで州り込まれている。イ≡1胴削のil加i的な広がりは山側に2軒、西側に2軒であるが、  

小規膜な肌胎1茎であることを考慮し、各什州」上のイ正閏や踊離から車Iil二のイ刃．甘址がIrり一‖馴（のもの  

であるかどうかを想定することはl木I難である。しかし、住居用の形態的購■徴をみると人きく3つ  

に分類がl－川巨である。第1は、1辺が′l～5I11程の標附I（」なぉユ根のイ▼l小川ヒで勅勘こ俺を存し、支  

什穴をはぼ対川練十に配す。〕一己州はできなかったっがIl－1り・住居址がこれにあたると思われる。  

第2は、比較的小形の住居仙で勅勘こ磁をイけるが肘．律動ノ」には支杵穴をもたないという特徴を  

もつ。Ⅰト9・10う丁仙・＝止である。苅3は、iイl沌紬i5011了を越える人形住居址で西哩に亀をイ、】■没し  

ている。Ii一日引lミ居址がこれにあたる。l辺が8nlに近い1L左形プランで、伴侶壁内にはぼ対  

川練十に配された小桐の支柱穴をもつ。次に川I：から山▲llした遺物はほぼ川l判別のもので、杯は  

はとんどが外稜を石する根槻坪で、直≠するし卜縁はみられるがlノ、血けるものはみられず、外反あ  

るいは外付けるIl緑が三l二流で休肺ま浅いものである。孝皇巨は胴㈹＝l火にノl支人子羊をイj－し長胴化が鋸署：  

で、このはか丸川■機や小形挑もみられ、i兢は川‖J邦が跡紬伸こすぼまる仰向がみられた。こうした  

ことから出土遺物は型式編咋において、6世紀後半いわゆる鬼高】l～”l式に†新町寸けられるもの  

である。さらに各位居11日いこ殿上申にド∧が純屑でみられないことから、今l■嶋畔査した小軒の71■●  

墳時代什居址は、厳密な叫代は断定できないが、いずれもド∧降卜●後に構築されたハ墳咽代後期  

の什居址であると想定できる。   

その後、時代を経て構築された6軒の叶安＝射代什出けl二は、爪木凧序11b屑で仰話忍され休両はi！l■  

墳‖射℃遺構構築面を抽り込んで1Vと川′ほで達しており、射Ilりに位置するl－ト2・3引輔測点Ⅰト  

吊引lミ居址と印復し、西側に付根するl卜5引lリ．・㌢仙もl1－9弓・什居址と亜複俣‖系をもっている。  

往居址の形態はいずれも東壁に硝をイj－し、方形プランを呈する。また、什居仙のちらばり員合か   

らこの時代の往屈址はさらに西側に続いていくものと皿われる。   

小規模な相川の調査ではあったが、「追跡の‘二川り と呼ばれるこの地域は、比較的迫構の保〃  

状態も良好で、特にローム層をリノり込んだて1一朝l甘代の什居址はIIJ上代を超越し人の息遣いがl川こえ  

てくるようである。今後、新たに黒施される射け路If黒を踏まえ研究していくことにより、本追跡  

と周辺遺跡との関連もより一仙川附こなり、この地域の雅史が仰りはれていくことであろう。   
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芳賀北原遺跡周辺の地形と地質  
古環境研究所   

1．ほ じ め に   

赤城火山の地形は、広い相野を持つことで特徴づけられる。この裾野は、捌F・はだれや火砕流  

の川風紬Ii、さらに形成時勅の異なる多くの扇状地などから構成されている。ガ賀北原遺跡は、亦  

城火山硝煙の抑酢こ位置している。ここでは、ガ封北頂適例の周辺の地形と地質について述べる  

ことにする。  

1l．ガ賀二化原遺跡周辺の地形   

ガ賀北相通跡周辺地域の地形分柳腰Iを、図1に示す。追跡用辺の地形は、赤城山や榛名山など  

の「火山休」、それらの榊に広がる「J去射り＝低地帯」、そして「利根川現河床および氾服仰」に人  

きく31塞分される。広瀬川低地帯は、さらに高位のIIJIは、低位のIll仙こl天分することができる。  

以下、各地形lズの地形について記服する。  

1．火 山 体  

a）岩屑なだれ堆積l桁   

中期更新l旦に赤城l山で発！上した、山困抑動こ什う拙itはだれの耶梢l＝である。この抑i・はだれ  

は、亦城1tl東南麓に広がる梨木泥流（新札1962）に対比される可能仰がある。  

b）流れ11，   

拙iIはだれの堆梢に伴って形成された流れ山である。流れ山のlいには、扇状地Il＝や扇肘川射Ⅰ  

lrt＝二に突出して認められるものもある。  

C）大胡火砕流耶租涌   

赤城火l1lの噴火で発狂した火砕流の椰梢両である。この火砕流は、人刷火砕流（大．り川軽石流：  

新化1962）と呼ばれている。l増山往代は、机吐5－′l．7月一律的にl‖叫地方の人‥1火1t」から噴出し  

た人山倉詩碑石（1〕KP，lll川い新井1979）との層位閻係などから、おおよそ5ノ川ミ前と推定さ  

れている（▲lテ・1日，1990）。  

〔l）扇状地Ⅰ面   

的5～りプ柚1rJに形成された扇状地である。その形成には、人川火砕流やガラン石質火砕流  

（約∠l．5力●年前）など、亦城火山の火砕流l肌火に伴う‥l休斜面の荒傾が人きく関与しているものと  

推定される。  

e）扇状地u面   

的3～1．3万年揃‖こ形成された扇状地である。扇状地1址上には、l「Ⅰ村道や小川などの微地形が  

残されている。  

r）扇状地l町rIi   

完新出に形成された比性的小規膜な扇状側である。赤肌‘りIl沿いに形成された扇状地は、広瀬  

川低地帯の東をI；艮る侵食川の前面（広瀬りIl低地帯内部）にまで広がっている。  

g）谷底平野   

赤城lll山休を刻む谷の小に形成された、腑の狭い平野である。  
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岩屑なだれ堆積面   

大別火砕流用横面   

扇状地口前   

谷底平野  昌  
［司紬山  

扇状地Ⅰ面   

扇状地In面  

rI、al）．1ガ賞北頂追跡用辺の地形労働服1   腑芳狩北原追跡  

前席台地  広瀬川低地用Ⅰ面  広湖川低地帯口面  

［コ高位面  自然堤防および中州  自然堤防および中州  

低位面  【≡】後背湿地  ［コ利根川桐床および氾濫原図旧河迫  

2．前橋台地  

a）高仙rli   

前柄台地は、約2ノ川（前に発狂した桟粧山の‥‥本川＝動こ†、lくう前椚泥流椰机物で構成されている。  

その層厚は、約201再抑こも達する（」Ht】，t990）。州．巧台地は、甜さ川Iiと低位†仙こ21亘分される。  

高イ立面は、おそらく前梢泥流の堆根l仙と考－えられる。  

t〕）低位面   

本地形は、杵柄泥流椎租仙が利根川支流によって侵食された轟ilf黒形成された侵食面と考えられ  

る。  

3．広瀬川低地帯1面  

a）仁l然堤防およびlt洲、l〕）後沖洲地   

広棚川低地′＝川Irllは、広郷川低地帯の1淋を城す地形両である。木地域では、広瀬川低地灘Ⅷ  

面より言古位にあるが、下流域では甜氏が逆転する。すなわち、「地形の交井現象」が認められる  

のである。広瀬ノIl低地帯Il仙こは、l二憮堤l妨およびIl州、さらに後作拓け山などの微地形が認めら  

れる。仁l然堤l妨および小州の堆精物の＿卜位には、110釘l二（大†ニノ己）圧に浅l＝火山からl蜘Ilした浅  

‖りBテフラ（∧s一Ⅰミ，新札1979）の耶机が．i忍められる。このことから、その形成終／咋代は110  

鋸1：（大イ●．元）咋以机と考えられる。   
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4．広瀬川低地帯11面  

とl）小 州   

広漸川低地帯】l「rl止には、小州とIll村道が発達している。このことで、広瀬川低地Hl両とは  

地形卜の特徴をう●止にする。これは、広瀬川伏地帯1而が椎椚件の低地であるのに対し、広漸川低  

地′さけ11両が侵食件の低地であることに山北するものと考えられる。広髄川l低地帯1Ⅰ血の小州の卜  

には、∧s－Bの椎梢は．言忍められない。すなわち、その形成終／作れは、110と川i（天†ニノ己）咋よ  

り新しいのである。  

5．利根川現河床および氾濫原   

現利榔Ilの河珠、および現利仙l＝こよって形成された氾漱肌を持す。  

6．旧 河 道   

前橋台地や広棚川低地′！けl・．に言一忍められる、l川可道である。  

”l．芳賀北原遺跡の地形と地質   

方円北頂遺跡は、卜述の地形叩≠のうち、人刷火砕流川瀬帥＝二にある。その位置は、人刷火砕  

流川湖仙のl購舶こあり、追跡のl些‥こは谷底て円jfをはさんで扇〃川山川‥が広がっている。人刷火枠  

独椎柚両を構成する地層＝ま、軽イ「を多く含み、全休として桃色を！iとする人川火砕流堆机物である。   

この火陣流椎椚物の卜†山こは、いわゆるローム屑の川端－iがi書′忍められる。ローム層の小には、約  

4．0－4．仙‘柚抑こ榛名火lllから肋tlした棟名一八輪陣右（Ill、－lIl），新札1962）以l∴の指楔テフ  

ラ臍iがはさまれている。  

◎文   献   

新川ノj人（1962）l札束舘仙北l≠≠地域の邦川紀編咋，耶情人早紀要仁l黙科学編，tO，Ⅰ）．l】7（）．   

断外房人（1979）供出い凹f北西邦の靴又＝いじ以降の指櫻テフラ帖考■l■■学ジャーナル，11り．t57，Ⅰ〕．′lt－52．  

11け＝ 洋・研外房人（一昭（））人111∩．冊羊イ刷一分竹上の止」射′巨と節用］紳トトの意義．地学椰払  

88，Ⅰ〕．31こトニ与：州．  

I＝11努（1990）仰ノ、別．とのl‘】然と凪L腔局県丑通史編，tI）．35－t2〔）．  
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観察裁 許）衣の記載は以仁の基準で子j■った。  

①胎仁は細粒（0．（）mm以下）、小粒（1．0～l，（）…）、fll粒（2．（）m［1以卜）とし、特徴的な鉱物が入る場釦こ鉱物名をん川軋  

（診焼成は極良・良好・イく良の二段附評価  

③色調は＝甘外面で観察し、色名は酢飯標準二巨色帖（小山・竹頂1976）によった。  

④人きさ、巾さの里付はそれぞれ川・gであり、現〃仙を〔」、視元情を（）で示した。  

T8b．2 古 墳・平安時代遺物観察表  

人き さ   
祈り  山二卜†（刑   ンヾ†i十  ①胎二上 ②i允成 ③色調 ④桟′／  傭   彗一   挿図  

【li羊 パ高  11有史・朋ill；   底  ill〉   h’Lg）  

lI－1     師蛙  （tO．0）（l＝；）  ①脚一賀②良好③にぷい鉦榔狛〃   Fく．1の寸：批掩削り。  狛胱  25   

t卜一3     鉢  （＝」） 5．0  ①拙著－t②良好③にぷい招④り2   直鯨的に立ち上甘る。  、Iモルモ。   

1トー3    否 mL  － 【2．4  ①紬拍②良好③扶 ④1／2   欠航l郎慮。   衰！如こ文：Hlり。   

Il－一l     師杯  12．8 l．6  ①紬I立②良好③悟 ⑨ほほ音形   品撫で。掛倒仇   掛争＝〕。丸亀  伽仙こ略絞抑吾き。  25   

Ⅰトーl       （廿一l）・1．5  ①紬†－1②良け③にぷい柏④り3   應撫で。矧伸上手兵什す一。  掛判り。九軋  黒霊りを合む。   25   

1l－・1     ：師杯  （12．2） 一1．2  ①紬拍②1込紆③にぷい柏④り2   靖撫で。矧伸）。   掩削り。九雌。  わずかに抜を†け。  

1l－・1   仁帥杯   1l．6 ‘1．8  ①紬持②極1込③亦招④ほぼ一㍍形   やや外反。紛糾）。   掩1判り。丸底。  一兵′け。  25   

8  ‖一4     ：補球  （12．2）1．7  ①拙持②良好③にぷい赤吊④り2   黄撫で。I金一fす。   掛川り。九hて。  25   

ll－・1     ：価挿  12．3 ‘l．5  ①拙†在②幡1辻③柏 ④3／‘1   靖撫で。I女什す■。   端部わずかに外反。  

川  Ⅰ卜一一1   上師甑  ゆるやかに外反。矧判り。  欠1il。  25   

ーi杯  火枇火貼   英撫で。  往岨11；損〟i叶箆削り。  

tトー4     二帥咋  － （3．∫1）  ①細川②良好③椙扶④り8   釣撫で。掛倒県   火iil。   胤附こl木の沈仇  

トト1   上価蛙   （軋0） －  ①糾持②良好③伏槻④り5   l●く．月の十扶l：頗。掩l肘）。  火批  26   

H  ⅠⅠ－‘1     二師鯉  ‖．0   一  ①糾柁②良好③り因り臼④け2   さ】く．】の争附服。輪けi札  火批  軌1根加Ii購き伏撫で。  

ほ  t1－」l     二師鯉  （17．2） －  ①糾†立②良好③侍 ④け10   I▲く．lの：声伏【服。掛川J。  火批  26   

‖－イ     二師津  （19．一l）35．1  ①申拍雀職制③にぷい棺④′り5   †’く．lの才扶l】緑。掛射り。  掛川〕。  26   

lI－4     二師痙  （27．6） 一  ①申n②良好⑨帖肌用甘0   Fく．】の：～：l人「】緑。掛川）。  火批  26   

18  ⅠⅠ－1     ：併称  （12．8）【3．7ユ  ①和†立②1辻好③にぷい持④け5   偶撫で。射け。掛1りり。  火才il。  

tI－1   t二師杯   （13．8）【3．8〕  ①和柏②良好③赤恰④】／5   †炎撫で。抜〃す。掩削り。  掛侶h九軋  

tI－4   仁nlむ祢   （10．6）lい］  ①拙柏②山新③帖肘Ij④l／3   描撫で。抜†け。掩削り。  陀削り。丸底。  

1l－一1   上輌鉢   （18．0） は．7  ①小†11②良好③にぷい招④け2   ’く－】の：ナ：l人‡胸。掩削り。  F創刊り。  【二1紬1†；I帥】え。  

Ⅰト・l     二師甑  （16．2）13．6  ①lい†立②1法灯③佗 ④け2   偶撫で。妄酎1りり。   欠1ii。  27   

Ⅰ卜一‘l   ハトI鯉  Fく．】の寸：伏し】諷≠。陀削り。  クく批  

言Jj杯  やや外反。掩刷り。   晶撫で。  

仁師蛙  rく．lの：ナ：伏【二】‡．≠。掩削り。  紛1川。  27   

tI－」1       （12．・l）【2．り  ①紬柏②良好③淡亦招④1／5   構撫で。掛判り。   形ががんでいる。  

ll－・1       （9．6）【2．5〕  ①拙柏②良好③にぷい隠④＝緑描のみけ3  やや外k。久子11。   火貼  
28  】t－1       （9．8）〔2．6〕  ①拙㍑②良好③にぷい槻④柚11；のろけ5  州ル失貼   戯撫で。掛川〕。  28   

lt－1       （軋6）（5．8J  ①州立②1韻紆③柏 ④1／6   l冊制やや内湾。附無で。  火批  休部に†女を′1■す。   

11－∫l       （15．2）【6．0］  ①和削（②11好③悟 ④り6   廿日描やや内約。汚1判り。  火枇   †相；に手金を什す－。  28   

lI－」1       （17．2）＝．3〕  ①紬拉②職打③l”釣槻④l！抽附ハ   戯撫で。欠1il。   欠航   i■】紬仙■（線的に外帆  28   

Ⅰ】一‘l       り5．8）【6．2）  ①粗服②良好③明赤帽④l：け川；l／・1   F〈．lの乍扶【】払火jル  欠砧   関都掩刑り。   

tトーLl     明杯  （】2．8）・l．9  ①拙持②良好雀†琵 ④け3   苗撫で。I金一け。   掛川〕。「J頼了撫で。  鮎11りL軋   28   

31  l11ト     器  （22．0）［3．3〕  ①小㍑②良好③にぷい瞭④＝日脚／6  苗撫で。火批   工吊〕   28   

】l－6       （】5．6）＝．8〕  ①佃持②良好③にぷい赤榔凱眉   用執で。伽脚椚文り湖き。  欠1ii。  伽椚用心耽  28   

36  ll－6       （は0）【8．5〕  ①■い柏②良好③柏 ④【二】紬11；少事Il   摘撫で。域撫で。   狛胱  28   

】t－・6   椀   （トト1）＝1〕  ①i義一胴②良好③伏亦④り6   ゆるやかに外反。I糾無で。  欠1ii。  28   

38  11－6   祉  篭  （22．8）【5．5〕  ①”＝l「J．②イく良③瞭 ④一il†；   苗撫で。火批   欠航  28   

tトー6     裕  （は6）川．5〕  ①lい柏②11好③柏 ④1／20   ll一（れぎみに外k。箆11りり。  欠航  

】l－6     篭  （17．6）【仙0］  ①申柏②良好③にぷい武梢④l〃0   ll■＝hぎみに外反。掩け＝）。  欠兢  

Ⅰトー6   羽  雀   （2トt）川．1〕  ①中指②良好③赤 ④り15   ll’トtぎみに外k。I薫撫で。  火批  29   

Il－6   ；シ1篭  lrト1き一みに外反。ヱ釧伸〕。  欠航  

■1jf手帆  l榊‰他軋   順軌  29   

小1        ナ㌣椀  火‖。概伯。   l廉恥  

拓  llIJ，   川棚溝助軋  29   

か挽   やや外反。便軋   回lエ糸抑‰  29   

晒壷  （軋6）「9．9］  ①■い柏②良好③明椙扶④1／川   弱いFこ．！のす困l軋  欠一旦1。   朋椰矧1りり。  

亜         （lし2）Ll．8］  ①州、■J．②11紆⑨睡 ④り6   やや外J叉。I農作－d’。   火】il。  30   

吼6  3．2  ①紬拉②山行③把 ④2／3   底邸内而撫で。   30   

50       師挿  （IO．8）【3．3］  ①机柏②良好③把 ④】／7   直線抑こ外k。   火刑。   手兵什一－。   30   
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折り  山こ‖冊～   据＋形  杢‖空‥至  挿図  
備   考  

l二l律：裾前   口 緑・胴 部   収   耶   （ドi打）  

上伸杯  （10．5） 4．1  ①細事く  t②良好⑨L川IJ④・け5   此線仰こ外反。搾削り。  丸底。掩1判り。   底部内面撫で。  

1：帥杯  ＝．2  3．8  ①紬下立②良好食にぷい佗④・け5  ll■（線的に外反。矧7りり。  ル1t。箆削り。  

二卜RIV杯  （】3．2）   ①紺柏②良好③恰 ④け6  如く外反。矧7りり。   火批  

二】二伸林  】しイ 1．2  Q）紬粕②良虫′③州丘④ほぼ光形  形が葎沃でいる。   

二1二帥杯  （】3．2）＝．0〕  ①紬拍②良好③l椚赤恥①】／8  やや内約。掩1争＝J。   クく批  植郁、哨紋状磨き。  

二1：帥甑  （21．6）29．7    苅梢④ほぼ完形   ■く．！の利夫「1緑。汚削り。  

田      ニヒ師捏  （2し8）【6．0］    英侶④l】紬11；1／3   大きく外反。クく肌  火批  

ニヒ師杯  （10．6）［2．6］    ④り‘l   則垣で。箆削り。   丸底。箆17りり。  

ーtO  ニー二師杯  （13．8）＝．9］  ①青桐  ④け3   l二極川欄‖外反。妄引削り。  クく批  

仰  衣 採   f不      ぷい栂①伏潮のみ  火Ifl。クく批   、l礪。  蟻榔に文様市り。  

＝」0   二上伸建  （13．2） －  ①紬拍②良好③明赤帽③1／2  †、く．！の字状lこ頗。掩17りり。  火‡li。  31   

62  衰 採   椀  （12．8）【3．61  ①細けJ  （②良好食に′；ハ、悼④1／5   直線的に外反。臓柑。  

l）－2   二1：帥杯  ＝．2  5．3  ①紬」拍②柘良⑨にぷい栂色④′り5  垂l如こ立ち上がる。  れり用傲で。  族耶丸収。   

1卜10   こ】ニ帥鮭  一［27．2〕  ①小  ②良好③l廿此机④け2   火批紛糾）。   火Il  

Tab．3 石 器・特殊遺物観察衷  

酎j・  n  lん閏  器 挿    1i  帖‡  ル  重さ  イr   ヰイ  彬l人・えL㌧】整 仙 ▼l二 の 特 徴  ドi仔   

l            】3．・1  3．1 l．6  80．7  黒（土 fi靖     刃扶の抑11沌灘ち、両側紬こ調整を加える。   田   
7．55．5】．258．2  

（10．t）l．00．3（10．8）  

l        製†i      （5．0）（3．2）（し1）（取り   32  

7．0  3．5   し9  59．9  Ⅳ  黒 色 真 一上さ  人Jl一くの偶1ミ  刺1l  ‘を利川。裏打11イ川‖宰射こ狼申して摘絃、剥離。   

ロ        ホ製    3．9  3．5   しR 】2．8  軽  イ・i  

ロ           2．1（し8） 0．・l（0．7）    ナ1・一卜  

β         2．8  2．2  0．a  3．9  蜘戊後、穿孔。  

■烏色＋H芋・  

n        r製†；斧   （5．3）（3．6）（l．8）（37．2）    里（土 flγ  下；1†；の火批 巨舶1；とOl川両こ‖射r拍を残す。  

n           11  3．・1  0．9 12．9  1！t  †i   イ刷睾かこ級佃な紳楷を施す。  

ほ  t・ト‥1       持  （6．6）（1．2）（0．7）（25．り    l、l仁 色J乍rI！i  l勺湾附こ許■  焔を施してl甘刃をnっている。  

t・Ⅰ－4        （9．9） 8．0  2．・l（277．・l）  川柏安由 肯   作訓r轢を不一  川。  側面の所々に根付痕。   32   

＝  Ⅰ・1－・1       パ  8．8  11 11 牲・l    l烏 色 真11i  イ一触幸よに祝い≠1臣＝†…成している。祁†相浦に日射r【iを妖す。  

＝－“        （6．6）（5．6）（し3）（（江り  丑 質l‡f†手   大里の胤封拙  

・Ⅰ－6  

円  

18  I; 

・t－9  

衰而にl；燃汀l沌  

切  t・卜10   f】－製イーi斧    7．7  1】 l1 56．l  変 玄 武 芋‡       ・桟す。如‖冊対円射l符。   

田  tトー10フク：巨   脛製イ一丁斧    3．9   上9  （）．’J  7．0  蛇  紋 1tチ     刃椰両肌火iル  

トl－10フクニト   削   ㌍諾    10】 川．8   し0 18．2        j－。  

l・l－10   削   ㌍   。言  8．′t   6．1  し：i 75．Jl        刃  j－。   

1・l－10   削   許諾    7．2  ′l．6   し2 11．3          勺消し／こ凹刃を作る。   

田  トl－107クニ巨     r   才  ＋十  3．7  3．9  0．8  20．0      川l川に微細    研を施す。   

」l）－】         8．0  ・1，3  1．6  50．0         える。   

28      Jl●刃形右     6．・1  3．2  0．6  27．8  

田    可  fr製†i斧    10．・1 ・1．2  】．6 112．7      偏、】′礫を利粧し、紬仙こド】然而を班すk州】f〃r製イイ斧。  

フク：1二     r   岩謹   7．6  7．2  】．8  ‖イ．3  沼紋告矯風瀬端   据休の州緑と下狛こ調櫓剥けせ加える。  

31  7ク土   1了11  ㍑   ■バ  6．6  5．2   し6  52．5  黒（生 ヂr ＝   裏面に打払  rrl滝根れ  3‘1   

32  7クニ】二   †r製イ・i斧    7．8  1】 l1 6し6  1！r  lチ   胤粛帖む似   。〃川怜†申こ調拾を加える。   31   

田  77二1二   別   技浮    5．7  8．ノl  し2  88．l  黒（生 f（H   ドI然面≠に刃購を形成。  封   
3∫1  7クニ1：   敲   イ・i    9．9  6．5   3．2 3】0、2  ホルンフェルス   偏平礫のイ川lり榔こri川■頂が見られる。  

7クニ上   暦   イi    （8．6） 8．6  3．6（鎚0．0）  川拉安山；モF   射†抽戦くlリ】7   八〃州】に敲†J痕がある。   31   

フク：上   敲   イi    け8   こ！．1  2．2 165．2  川柏安山1モ㌻   膵扶礫のFLl■聞と側面を瀾け川Iiとしている。  

7クニヒ   凹   イ■i    仙8   8．6  1．l・158．0  川手立安111芋〉   †嗣′礫を層l  川。  衣裏両面がlリ】み仝†申こ朋かれ、敲丹頂が見られる。  

3月  フクニヒ   礫   イ・i    9．6  5．一1  3．2 25′し9  リ．七 色11靖   恥、刺柑＝ニよっ   て㌫作を形収。衣鮎仙こドI然面を妓す。   

7ク土   †1†こ  ？†    3．3  3．8  0．6 1】．3  黒 色 貞 一†‡   榊幌かこ誹】酢糾財ほ加える。  3∫l   
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Tab．4 細文式土器観察表  

推1づ  州土柚田  （Dl．   ∠i上 ②焼 成 ③色 調 ④抜 け   文様要諦・文様I甚成・器形の特徴  鞘 考  11’ig   

1－1J    在②良好③橋 ④日録郡  乞戯11■押こよる、」軸朝潮 コンパス文  旭   浜  35   

トl－3    克②良好③明炎掲④桐珊  糾又l〈l．  招   磯  35   

3  l・I－3  ①斉  な②不良③l州り④胴椰  Ⅸ  jliい欺り l政 則文iく  肌期前里  

ト】－・1  ①簑  在②不良③にぶい朗瞭④胴椰  3木1紺の絡条†村l三根l～ 2ンい糾の絹糸休川痕Ⅰ．  化机下屑  

トl－′】    在②不良③明炎栂住冊闇  洛一日＝－   沈線   州   浜  35   

トl－′1    立②不良③橙 蔓）桐削  半敵竹門による、l杵渕搬！通風叔爪形又  ∴tt   蔽  35   

ロ  Ⅰ－l－d    立②不良③にぷい肌用④胴部  Ⅷ川■た  11；によかlく手刷頗 迎親紋仙rき文   ∴しも   浜  35   

8  トⅠ－・】    在（！二「色鉱物）（乱良好（診にぶい肋抄胴部   和文Ⅰ．1～  言行   磯  35   

9  H－一l    立（企り言l辻）②良好③棺 ④胴榔  徹隆起 波状沈線  阿：一三 子†  35   

10  トⅠ－′1    立②イく良（診にぷい赤柑（卦【二l紗■；1；  三成竹mによる、lそ手相：糾  存   は  35   

n  トⅠ一‘1    i‡②良好③に．主ハ、英梢④胴郁  ；戯竹門による、lそ7i・沈拙  肯   履  35   

12  ＝－－l    正②良好③睡 ④胴il†；  三戯竹筒による、ド子Ⅲ：線 連続紋爪形又  fj－  J邑  35   

13  トl－′l    な②良好③にぷい英瞭④胴郁  甘心l里≠沈組 1政和又IJ  鋸之l勺Ⅰ  

n  トⅠ－6    在（白色鉱物）②不良③にぶい英腔①胴部     Ⅷ川¶による、lそ子Ⅲ：緑 地文に親父Ⅰノ1～  加n利Ⅲ1  

15  トⅠ－6      椰   鋸文1〈】一  言在 職il  35   

16  1・l－6      柑；  ，l畑皿顆IW雄膵≡ 地戊に剛文1くⅠ一   言行 磯 こt  35   

】・1－6  ①斉    司郎  刑突   招   磯  35   

柑  】・l－9  ①喜    瞞冊  几！  浜  35   

19  トⅠ－9    読②良好③瞭 ④口緑郁  イ「Ⅰ．1（  付   尾  35   

20  トⅠ－9    在②不良③にぷい戯柏庖〉胴椰  ∴tt   浜  35   

‖一川    在②イこ良（卦瞭 ④日録郎  ∴tt   浜  35   

22  トⅠ－10    塾  ：②不良（訃撞（動朕榔  t一 廿形刺突   1しt   浜  35   

23  1・l－】0    在②良好③明朗栂④胴部  、l畑■・沈線 削文【（】一  黒   浜  35   

2∫t  t・Ⅰ－】0    立②良好③明栂④刷冊  、ド子川：緑 地文に親父l．1く   有  Jd  35   

25  ‖－】0    在（‡こl色鉱物）②良好（訓－ユ ④仙1†；  、巨子J■沈拙 速批J爪形文 棚ノ潮文   打  」己  35   

26  トl川    在②良好③‡fJ④胴部  、l′右■・沈拙 速続爪形又   百   足  36   

27  ．JD－1    正②良好（診㍑ ④胴榔  、l畑：沈拙 速続爪形又   存  Jd  36   

28  、】D－1      ＝祁  石   化  36   

29  ．J「）－t  几七   浜  36   

30  ．JI〕－l  前川＝盲†i三I；  36   

31  ．JD－2      胴郁  、l畑■・沈拙 速続Jl恍戊 地文に親父】～1一  ∴Lt   浜  36   

32  ．Jl〕－2  ①申精   ．（甘色鉱物）②良好（卦蹴り④胴購  前川＝拍坪  36   

．JD－2  ①細粒②良好③にぷい怖④胴珊  、困1：痕  花れ■i下回  36   

3・】  Ⅰ）－5G  ①紬湘   ：②相良③柏 ④胴榔   披〃ミ沈斉  花期下屑  36   

35  フクニ仁  ①細粒②良好③明亦槻④掴邦  三成什抑こよる、l畑Ⅲ鶴！出潮、lそ子】：沈線Il川別叶突  明   浜  36   

36  フクニ仁  ①細粒②良好③り】亦柚⑩底邦  親し文1〈】，  招   磯  36   

37  フクニ仁  ①中指②良好③にぷい鵡用闇）胴部  徹撒起上とその周辺にIIJ形刺突  称名寺1  36   

38  フクニ仁  ①細粒②良好③にぷい橙④日紬■耶  三成什門による、l桁■・沈線  苗  Jd  36   

39  フクニ上  ①紬拉②良好③燈 ④朋i祁  6  jか、換り 結集体什痕  化Ⅲ下川  36   

10  フグニ】∴  （Dl  1粒（l二他鉱物）②良好（釘明赤伸動：」緑邦   柳文1．．】～  招   磯  36   

フクニ】二  （D細粒（乱良好③明赤村④胴郎  三俄什門による披扶沈頼  花机下屑  36   

フクニト  ①紬粕   ．②不良（訓iユ（訓胴部   羽状風   文 卜Ⅰ一1〈 卜】く】一   叩   浜  36   

′】3  フクニ】二  （D■  峨（自色鉱物）②良好③赤帰④【：l緑郎  鞘又里l．＝‖†三雄」突  言肴   機  36   

＝  フク土  ①l  噸  〔②良好③柏 ④胴購  三成什門による、」甘け㍍斑適齢爪形文  石   尾  36   

‘柑  フクニヒ  ①細粒②良好③瞭 ④朋郎  え戯竹・  門による波状沈線   ■lI  浜  36   

フクニ巨  ①紬粕（診1辻む√（釧豊 ④l■l緑郎  紺文】〈l一  ∴しt   浜  36   

′17  フクニヒ  （D紬柁②不良③にぷい悼④胴部  剛又Ⅰ．1～  前兜町）■川乞  36   

′】8  7クニl二  ①紺村   ミ（鉱物含む）②良好③にぷい‡佃洲刷  羽状馴L文 卜】一【〈 卜】～】J  粥川肌隼  36   
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一千■二号＝  

B
、
 
 

生 2423  2 15  
こう二一ニI  

】Ⅰ－1リー†仙川  

1J河：ll㍍甘色十桐  

径2～5nl岬．1のロームブロック1（）％含む  

細砂朋」し＝‖）、帖＝」いこややイ1▲リ。  

2桐：栂色．卜ノバ  

擁大のロームプロソクを寸●．：十含む糾砂軋  

しまりイ「り、粘伸ややイrリ。  

3屑：明闘色トノバ  

ロー「ムプlニトノクを多プ正に含む糾砂航  

しまり、州′巨共にややイl■リ。  

右層：鈍い机色上州  

ソフト【コーーームブロック．h休の微妙軋  

しまり、f．1i件共にややイ】－り。  

5朋：l眉根色紺砂屑  

lブームブロックを少競合む釧砂胱  

しまリイ】▲リ、ヰ州′l三ややイ√リ。  

1Ⅰ－1り・住居引．1）－1  

1屑：三．」用J也二l二屑  

径1－2日lllf一ⅠものCI）1％含緑紬眈粧  

しまり、拙作なし。  

2Jiづ：にぶい茹机色⊥屑  

lブームブロックを寺！～－I二含む糾砂航  

しまリイ√リ、情理ややイ1■リ。  

3屑：机色二上屑  

ロームプートソクを少；】l・含む紺紗批  

しまり、帖件共にややイ√り。  

▲1屑：王l川J色二＝ぐ7  

鋸l‡：のtトーム7■ロックを含む紺砂屑。  

しまり、f．川ミJいこややイl■リ。  

ト、座．6’J川北凪追跡遺構図（ユ）   
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④  
H－2号住居址  H－2号住居址掘り方  

匝   

旦－  

I」＝1‘i3．9（）lll  

0  1：60  

H－2号住居址寵  

Il－2り▲†油川  

川・j：㍊祖色l邦  

人s－Cl〉10％含む紺砂屑。  

しまり、附ノ巨」いこやや有り。  

2ノバ：哺糾也十．桐  

ロームブロックを少一声i！：含む糾砂ノバ。  

しまり、粧肛肘二ややイ＝）。  

ニ川・7：㍍机色十川  

ロームゾl∫ノクを多伸二含む紳砂胤  

しまリイ√リ、抑】ノlやや有り。   

Iト2り・住居」」「．庖  

l圧・プ：に一；ハ、消色．卜屑  

八s－Ct）5％、焼卜10％含む糾砂胤  

しまI）イ「リ、拙神々し。  

2屑：に，；ごい得色．上屑  

焔二卜紙う（）％含む細砂址  

しまりイ「リ、砧′1′蔓三なし。  

3桐：部梢色J血  

塊⊥粧1（）％、炭化物租3％含む紬㈹州軋  

しまリイrり、1骨性なし。  

′lノバ：赤絹虹l州  

flli二卜をiミ休にした焼：卜。  

しまリイ】‘リ、村汗l．なし。  

】．＝ト1：i．t）0Ⅰ】l  

0  1：30  1m  

トig．7 ′クエ：才一（．1い現題北＝出川将；（2）   
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H－3号住居址  

l卜3サ†．軌車1ヒ  

1屑：噌栂色土屑 紺砂。  

∧s－Cl）20％含む。  

しまI）やや有り。  

粧lごl三もややみられる。  

2J再：几～褐色二仁屑 柵砂。  

∧s－Cl）20％含む。  

しまI）ややイ了り。  

帖怖丑－I）。  

3J沼：l甘絹色卜屑 糾秒。  

八s－Cl）5％含む。  

しまリイ】●リ。  

粧件もやや有県  

3aJ汚：晒補色上層 釧砂。  

八s一－Cl）1％含む。  

しまりややイ丁り。  

l．川、†lり＝  

4朋：にふい荊仙色二川j  

ロームを少和合む。  

しまリイ1●リ。  

紬′性ややイ／リ。  

5JM：．リ、用地二上層 緋砂。  

ロームを多最に含む。  

しまりイrり。  

拙作イ＝。貼り砿  

11、ig．81机ル1い京道側川封満図（ニi）  
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H－4号住居址  

、
 
 

－
 
 

トl－4・り†1掘血  

1屑：栂色上層  

セカンダリ・－のAs－Ct）20％、  

ド1）3％、枇上粒5％含む榊少航  
しまり、粘件状にイ丁り。  

2層：几＝揖色二l二屑  

セカンダ・卜→の八s－C上）10％、  

炭化物枇を少；■t含む糾沙軋  

しまり、粧lノ巨」いこややイ）り。  

3屑：；■．肘明色二1．州  

セカンダリー・・のAs－Cl）1（）％、  

ローム粒5％含む糾＝桝乱  

しょり、料理状にやや有り。  

′1屑：に．；ごい餌硯色二l澗  

焼土粗5％、炭化物相互■：う％含  

む細砂航  
しまり、紺怖状に′行り。  

い再：にぷい郵机色ニ1二朋  

ロ・一ム粒20％、セカンダリーグ）  

／＼s－Cl⊃3％含む糾＝沙怖  
しまI）∴f．1i性」いこイ】■リ。  

6層：別冊赴二川ブ  

ロームプlブックを斗刃い二俣化物、  

．肛l＿粒を若干含む釧川少航  

しまリイ丁り、帖桃ややイ】■リ。  

7屑：にぶい猷侶色二1二屑  

セカンダリーの∧s－Cl）5％、  

址上根10％を含む紬跡軋  
しまり、帖粧Ⅳ二ややイ＝）。  
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㊨  H－4号住居址籠   

0  】：30  1m  

1卜一‘1リ・†目上址滝  

1屑：硯色一上屑  

径1～2m‖のセカンダリーの八s－Cl）20％、径3～51日l】の桃二上拉「・3％を  

含む紬l抄址，い一ム射ぺバ∵「・み・■）れる。  

堅く良くしまり、やや帖l隼をイJ▲す。  

2丁目：にぶい机色二卜ノ内  

径2～ニi‖1I11のセカンダリーーーの八s－Cいを10％、径3－5m‖1グ）焼二卜粗十20％、  

径1（）…f■一号のロ…ムブロックを少j】i：含む朝雄州浜  

l堅くしまり、帖刊．をイ】一す。  

3屑：就机色土屑  

径2～mlllllのロー【ムプーコックを3％、径3～5…の塊1∵帆r・10％、径5削日  

程の帖二上ブロックキ1●了仁含も再伸砂J乱  

しまり、fl廿＝引ニイrり。  

′l丁目：明机色卜屑  

径1～2m111のセカンデIj一の八s－Cl）を1％、径3－71川tlの焼二L枇1（）％、  

径2－3‖‖1の炭化物拉1％を含む和怖州浜  

しまりがあり∴fl川：らややみ▲－ノれる。  

5JM：得色二川づ  

枕＿トプ＝ソク。J一汁▲の炭化物粒の混人がみられる釧炒怖  

良く焼けていてl：托く、しまっている。また、机件はみられない  

（i屑：伏机色十屑  

灰を＝巨体としている屑で、径2－3日I11の炭化物廿’＝′・、律5～1（1111】lの址土7■  

ロックの混人力㍉み▲l〕れる徹砂屑。  

しまりはややイ】‘るが、拙作甘みL往畑へ  

7屑：灰机色．l二屑  

灰をi三体に律2－5川l】lの焼卜柑イ・を少Jlし、径1－2川l】lの炭化物柑イ▲をJ’，：l  

含む微砂J軋  

廿日」ユみられるが、しまりはなし。  

ドi鍔．11’）；‥官■（rlい甘追財用封購図（6）  
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P－2  

H ・．トt  旦－  

I」＝143．70I11  

G   
1一＝1‘13．7〔hl  

1t－∠lリ・†描址1）－2  

1屑：照竜也二川づ  

ローム粒を少最含む紬砂屑。  

しまり、粘性イ1■リ。  

2層：に．；÷い机色二卜屑  

ローム柑を4－，＝干含む細砂航  

しまり、拙作肘二ややイ㍗）。  

3屑：に′；くい槻色二仁屑  

炭化物を少jli：含む細砂J航  

しまり、紺M三」いこやや有県  

4層：緑色二卜屑  

ローム枇を少量含む微妙航  

しまりややイ‡‘リ、帖性有り。  

5屑：暗闘色上屑  

ローム柑を多抽二含む糾砂仲子。  
しまり、帖件典にややイ丁リ。  

P－5  

Il－4号†i三日址1）－3  

1層：にぶい苅補色二1二屑  

ソフトローム粕を若二l二含む糾砂J航  

しまり、粧lノl淡にやや有情  

2屑：にぶい荊糾色二上層  

炭化物、Cl）寺！f二I二含む緋砂航  

しまり、紺′性共にややイ】－リ。  

3屑：非槻色二川イ  

ローム柵を多矧こ含む紺砂仲子。  
しまり、帖怖共にややイ＝）。  

4屑：明状槻色上層  

ローム枇を多二勘二含む紺砂軋  

しまり、拙作肘二ややイJリ。   

廿一車号住居加1）－1  

1屑：黒褐色土屑  

Cl）を少封：含む紺砂胤  

しまリイ】－リ、精悍ややイ1－リ。  

2層：補色二l二屑  

ローム粒を浩二l二含む和砂屑。  

しまり、拙作共にややイト）。  

3層：昭補色二し二屑  

朕化物を少jli二含む紺砂J軋  

しまり、帖性肘二ややイj▲り。  

4屑：栂色二上屑  

ローム粒を多最に含む細砂屑。  

しまり、著＝ノ棋にイすり。  

P－6  

諺一三  

‾ 
‖3．60111  

143．70111  

Il一小片住居址1）－5  

1屑：にぶい状硯色二l瀾  

Cl）3％含む川砂航  

しまり、粧Iノ‡三」いこなし。  

2J“：∴暮．～字竜也二l二J“  

Cl）30％含む川砂吼  

しまり、平川ノi三共になし。  

3屑：昭机色十屑  

Cl）1％、炭化物粒多ili：に含む釧l砂枇  

しまり、附ノ‡！肘二ややイト）。  

‘＝沼：棉色上屑  

炭化物紬多j直二含む紬砂屑。  

しまり、紺附いこややイ＝）。  

5屑：町井机色二巨屑  

炭化物、Iノーム粒を多描こ含む川砂軋  

しまり、帖牲北にややイ】‘I）。  

6屑：にぶい武机色二Ⅰ二屑  

ローム粒を多づl；二に含む糾砂怖  

しまり、帖仲基に有り。  

lⅠ－4サ†仙川二1）－4  

1屑：にぷい都制色上層  

Cl）3％、ローム枇5％含む柵砂屑。  

しまリイl‘り、紺仲ややイすり。  

2屑：栂也二】二屑  

Cl）5％、ローム枇10％含む紺砂航  
しまり、粧Jノ巨共にやや有り。  

3屑：黒補色二】．屑  

ローム粗を含む流れ込み。抑抄J再。  

しま「）むし、粧l牛ややイ】一り。  

′＝再：典祖色二巨屑  

ローム枇多i出二含む釦砂航  

しまり、粘件共にややイ】▲り。  

lt【4サ†州■jll：l）－6  

1屑：黒机色二1二層  

Cl）を少量含む細砂屑。  

しまリイi▲リ、紬牲ややイjリ。  

2J再：哺机色二t二屑  

ローム拉を少競含む細砂J再b  

しまり、粧lごi‡共にややイlり。  

3屑：にぶい郎補色ニヒ屑  

ロ【ム枇を多師二含む榔砂航  
しまり、細枠状√ややイ1－i）。  

0  1：60  2m   

1・1ig．12 ガ賞北脱退跡題州纏（7）  
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④  

H－5号住居址  

旦′  
Ⅰ一＝ト吊．00111  

0  1：60  

【1－5サ†油川．  

1屑：几‡机色二上屑  

径1→2…のAs－CI）を20％、径10‖川1のド1）5％含む  

紺砂航 しまりiよややイ！’るが、紺件はみ・－）れない。  

2桐：伏都槻虻J屑  

径2－3…のAs－Cl）20％、ド1）5％含む細砂帆  
l屑とl㍍jじく、しまりは有るが、輔件はみ▲■）れ左’い。  

3眉：昭拭赴二l川  

従1－2mmのAs－Cl）15％、径5m‖耶のドⅠ）を昔！「十含  

む柵砂帆 しまり、杵什」いこややイrり。  

H－5号住居址髄  

′l屑：暗机色土屑  

径1－21川】lのCl〉10％含む糾砂航  

しまり、裾津l三共にやや有り。  

5Jiづ：机色土屑  

ソフト〔，－－ム5％、蛾二l二枇5％含む糾砂J軋  

しまリイ】－リ。事．1刑やや有り。   

t】－5リ・†仙川二庖  

l仲子：机色上州  

ノ＼s【Cl）3％、焼．上組5％含む紺砂J汚。  

しまり、柚怖状にややイ】－リ。  

2購：に．；；い机色二1二屑  

ノ＼s－CI）5％、焼二上粒3％含む紬砂J航  

しまり、拙作北上やや有り。  

3桐：l刑赤組也▲】二屑  

焼二卜枇を－i三体に炭化物を若干含む細砂航  

しまり、帖仙北烏有り。  

‘1屑：にぶい赤槻色二l川イ  

焼上組を主体に炭化物若ニト含む紺砂屑。  

しまり、粁・ドl三共にイ＝）。  

5屑：灰机色土屑  

吠を圭困二焼上組をj‡二I二含む紺砂屑。  

しまり、拙作北上ややイ】－リ。  

6屑：鵡机色t二層  

lブームブロックを多端二に含む糾抄帆  

しまり、附で】三」いニイl●リ。  

7屑：情状色．上層  

伏を三i；休に炭化物を鋸－とに含む紳抄J“。  

しまりややイl●リ、紺怖イい）。  

8屑：梢色十屑  

焼十粒を4！仁l二含む紺砂庫L  

しまり、紬・Iノiりいニイrリ。  

1：30  lm  
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卜ig．13 ガ賞北偵追跡適湘潤（8）  
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④  

H－6号住居址  

5  りム■′‖ ノブ  

t】－Gり▲†軌卜址  

1屑：暗闘色土屑  

Cl）1（）％、ローム粒1％含む緋抄肱  

しまり、帖性」いこややイ】■リ。  

2屑：栂色十屑  

Cl）1（）％、炭化物粒を肯1二言む紺砂屑。  

しまり、芋Il刷ミ八仁こややイ／り。  

こ川プ：にぶい茹栂色．川イ  

Cl）5％、焼上拙1％含む紬砂屑。  

しまり、拙作」い：ややイ「リ。  

叫・プ：に．；ごい机色l湖  

Cl）5％、ローーム粒〇％含む紺砂叶㌔  

しまり、f■l刑状主ややイ1一り。  

5丹7：‖日朝色卜JM  

lトムプ‖ック多fl；二に含む紺紗仲子。  

しまり、†州ノi三火にややイ】●リ。  

0  1：60  2m  

ト、ig．14’Jl‥紆北脱退跡遇朝腹（！））   
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1【p  

H－6号住居址寵  

tl－い川三川Il．庵  

Iノバ：り＝掲也斗．相子  

焼」・ノlトノク2（）％、Cl）5％を含む細砂粧  

しまりイ】－り、相性ややイl▲リ。  

2J“：（二∴ごい橙色⊥購  

Cl〉1（）％、焼二上ブロック10％、歳化物柑3％  

含む糾抄JM。  

しまり、拙作Jいこややイ〃）。  

3層：∴l．‡一針色土桐  

伏を巨†小二焼二t■ノロック5％、炭化物拉10  

％含む糾紗航  

しよりなし、情理ややイ】リ。  
′】JM：りJ功り刃色卜屑 剤胴少。焼＿1ニプlトソク。  

岬   

二軍三ててチ：き‥二  

H－7号住居址寵  

＝1‘13．80】】l  

㊧  

A  旦  
2 1   

Il－7り・†仙川庖  

1屑：伏机色二川イ  

枕仁プ17ックを10％含山裾凱粧  

しまり有り、情理ややイl‘リ。  

2屑：に，；ごい机色二王二屑  

吠与」三日目二焼十ゾりックを′†●～l■烏有紺抄粧  

しまり、糾性Ⅳ二ややイ「り。  

ニ5屑：帰伏色上層  

吠を巨休に炭化物粒を？●㌔1‘・含L側砂眈  

しまり、、f．1刑状にややイ】り。  

川j：に－い立赤机色川イ  

蚊トト圭休に炭化物粒を右∵】■▲含む糾砂帆  

しまり、†．川ミ・jいこややイ「リ。  

5Ji・プ：黒机色⊥桐  

根化物を斗†机二りくキ多jパ：に含む川砂航  

しまり、拙作jいこややイ√り。  

（川イ：根城色十川  

焼十．1：＝％、炭化物柑を多柚二含む細跡帖  

しより、畑作共にややイ】リ。  

7ノーづ：明赤机色l州  釧沌少。焼二トブロック。   

1卜8リ・†柚㌻址庖  

1屑：伏机色守州  

J大を≡巨（射：焼上組10％、炭化物粒5％含む  

紺砂址 しより、f．1昭二」いこややイ「り。  

2屑：赤机色守舟 細砂。焼土プロソ告  

ト、iH．15 方円北峠道跡遺構湖（10）   



④  
H－9号住居址   

左  
l一＝‖3．70日  

【1一（）り・†i三川Il：  

1J再：∴糾明色二l二屑  

径2－3c■れの卜l）3％、径l～2m－－－の（二1）20％含む  

細秒址 しまり、帖件淡主ややイ】■り。  

2屑：に，；ハ、硯色二卜丁目  

径1－2c‖－のド1）【i％、径1～2■川－－グ）Cl）15％、焼  

ニヒ粒、炭化物を寸∵l二含む緋砂航 しまり、fll川ミ  

Jいこややイ丁リ。  

3屑：にぶい机色二巨屑  

径1－2‖－－nグ）Cl）7％、ローム柑20％、炭化物拍  

貯l－■含む榔砂帆 しまリイ1●り、絆甘いぐやイ‾リ。  

‘l屑：机色上J“  

径l～2汀m－のCl）5％、ローム粒10％含む紺沙ノーづ。  

しまり、榊ノ棋にややイ1－リ。  

5J再：ill＝㍑色二l川  

俣化桝伽％、ローム粒3％含む紳砂怖  
しまり、f‖ノl－共にややイ＝）。  

い購：批机色二l川  

ソ・ノトり－ムを三川こにCト）3％、炭化物粋う％  

含む卿川少航しまり、附1淡にややイYリ0  

7丹j：■町井硯色．川イ 桝仇ハードー一日ムブロック。  

8屑：黒机色十屑  

ハートー∫－ムを多柚二含む榔沙航 しまり蛾、  

賄り昧面。  

ドig．1（iケH■＝いル追跡遺湘帖1（11）   
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㊧  
H－9号住居址瀧   

01  

A’  c  一  
Ⅰ．＝‖3．70111   

‖－9ヤ†仙「址庵ノ＼  

1屑：机伏色十屑  

径1－2…のCP3％、焼土粒5％含む紬砂ノ軋  
しまりなし、粘性ややイl■り。  

2屑：明棉色土屑  

眺巨を二巨体に伏を少封．含む糾抄航  

しまリイ「リ、杵件ややイ√リ。  
211屑：明机色十屑  

焼上を．巨困二伏と炭化物を少ゴlし含む紬砂軋  

しまリイ」●リ、杵件ややイ】リ。  

2t）屑：明机色土屑  

娩巨をニト†小二伐と炭化物を少jl星二含む劇怖い臥  

しまり、†llけ靂三Jいニイ′リ。  

3屑：明赤村色土屑  

址二巨プ＝ック。しまリイ√リ、情理ややイ「リ。  

川イ：根城色二巨ノバ  

伏をニト休に粧上粒を鋸直二含む微砂軋  

しまり、帖什共にややイ】▲リ。  
5仲子：に∴い‡揖色十屑  

焼二】二を三巨困二柚二仁粧r・を少量含む細砂J航  

しまり、拙作共にややイ）●リ。  

（；屑：明赤机色十屑  

桃土紆r・を多柚二含む糾砂屑。  

しまり、帖仲井烏ややイ】●リ。  

7J【イ：机肌色二l州  

伏を．i二休に焼l二柑、炭化物粗を多Hに合七牒  

抄J“。しまりなし、附ノlイ】リ。  

ボ屑：伏机色土屑  

りくを．i：休に炭化物粒を常十含む微妙址  

しまりなし、相性ややイl●リ。  

】卜9り・住居址磯雄  

Ⅰ屑：帰伏色十屑  

径1～2…のCl〉ニi％、焼」二粒5％含む  

紳砂屑。しまりなし、粘性ややイ】▲り。  
2屑：l朋机色冊7  

肛巨を’巨HJ二伏を少i．し含む紳砂航  

しまリイ「リ、机件ややイ√リ。  
3屑：明赤硯色土屑  

軋トブロック。しまりイ√リ、拙件ややイ1‘リ。  

川イ：机J天色⊥帰  

伏を土佐に粘土拍を多■l．に含む微妙航  

しまり、帖粧肘二ややイい）。  

5屑：にぶし、机色土屑  

焼上をヰ†小二半日一枚十を少；ti：含む緋砂屑。  

しまり、帖粧肘二ややイ1一り。  

6屑：明赤組色土屑  

娩上組丁を多柚二含む紬砂肱  

しまり、帖件共にややイ√リ。  

7屑：帰伏色上回  

伏をニ＝本に焼上組、炭†ヒ物粒多量に含む  

微妙ノ航 しまりなし、f．1け川り。  

ト、iH．17 ガ‡てrlい軋遺財梢封≠図（12）  
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tt－10り▲†仙川二  

IJ再：黒机色土凧  

律1－2…のCl）20％、ローーム柑Ⅰ％含む抑紗化  
しょり、相性典にややイ「り。  

2桐：「∵い、鞘机色卜屑  

律2－3‖‖－のCl－10％、ド1）1り％を合し紺砂怖  

しまり、紳性」い：ややイl■リ。）  

2之l屑：に∴い状机色上層  

律1～2川mのCt）5％、ソ7巨トムり射江刺肋址  

しまり、f州ノ＝いこややイrリゥ  

3屑：黒机色土購  

径2→3c‖の1rl）10％、Ct）1（）％含む細抄帖  

しまり、帖性」いこなし。  

0  1：60  2m  

：う刷イ：∴】．㌔也上層  

律1－2…のCl）5％含む細抄Jiづ。  
しまり、拙作八に乙し。  

川イ：∴一沌土J再 往】～2川‖－のCl）5％、炭化物拉  

†●fl■・含む紬跡軋 しまり、帖牲伸二右り。  

川・プ：．リ．㌧樹也，1二屑  

炭化物粒10％含む糾沙航  
しまり、寺川ノ】ミ」いニイl■り。   

】卜10リ・†＝車址砥  

＝“：明硯色イ小  

姓土拉20％、炭化物粒5％含む抑砂帆  
しまり、帖仲jいこややイ】リ。  

2屑：橙色二上屑  

焼二卜粒30％含む糾砂怖  

しまりイ√リ、帖J′！ミなし。  

3桐：に∴い机色上屑  

精工ブロックl（）％、炭化物砧＝0％含む細川4小7。  

しまり、附′l三共にややイrリ。  

川イ：り状机也二l州 徴眈 ハードローームプ【フック。  

いⅥ：「∴い机色＝iづ  

軋t湘10％、炭化物粒を才‘＝‘・含む紺砂Jfイ。  

しまり、†‖JI三共にややイ√リ。  

（；仲子：三賞色土屑  

りくをニi三体に∴】．他炭化物多柚二含む糾砂怖  

しまり、拙作状にややイ「リ。  
7屑：伏机色土屑  

伏を三巨困二畑土少‖を含む彿砂屑  

しまりややイ／リ、f．廿抽‘り。  
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111ig・1日 ガれ」助㍑描蟻川駆l（Ⅰ3）   
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JD－1号土坑  D－2号土坑  

旦◎ 
′  

′  
Ⅰ一＝トl二i．8〔hl  

l Jり－1リ▲十jノー〔  

川イ：にr；ごい純絹色上回  

ソフトい｛ムを主伸上雄色巨を珠状（：含む紺砂屑。  

しまり、ぐ．1．什」いこややイ√リ。  

2J〔イ：机色川，プ  

∴l、t、也仁を二巨体にソフトtトームキ†一r†‘・含む細川少帆  

し圭り、†．川共にややイ】◆リ。  

3JM：明茹肌色川づ  

ソフトり－－ムを巨体（ニハートロームをノノ＝人1二含む  

紬砂粧 しまり、帖肛ル：イ】●リ。  

川卜川棚判色卜ノ再  

ドり・ムを巨†小二∴l．‡也トキ▲？●，∴†－・含む抑抄批  

しまり†いノ、、fll冊ややイ「り。  

1）－2）ノ・目尻  

】杵プ：棚る色l湖  

Cl）2（）％、ローーム粒1％々含む細抄J－づ′J  

しまり、帖什刊√ややイ√リ。  

2屑：じ∴い井机色川Ij  

Cい1％含む紺桝〔イ。  

しまり、fll】性ハにややイ】り、  

3眉：Hぶい英糾色廿ル  

ソフト「トームゾりリグを鋸■い二含む  

紺砂粧 しまり、ぐ．川三」いこややイ1－リ。  

川－j：茹机色巨屑  

ハードtトームプり ノクを多＝：（こ含む  

紬相川来 しまりイJり、f■l＝1：ややイ「リ。  

5丹j：机仁仁＝（・j  

卜lトームプIブックを少r■し「すむ  

紬跡軋しまり、帖船町二ややイ】－リ。  
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0  1：60  2m   
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H－7号住居址寵  
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D－2号土坑  
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● 杯 椀  ● 杯 椀  
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1L「J」  

④  
H一川号住居土止  
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● 杯 椀  

○ 整夏空  

0  】：60  2m  

1Tig．24 芳封北橘（遺跡遣物分布図（5）   
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0  1／3  10cm  

ド厄．25 ニガ甘北頂追跡州寸題物（1）  
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ドig．26 芳貴北頂遇朋刷ニヒ遣物（2）   
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ド涙∴う0 カて■（北頂遺跡州土遺物（（；）   
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ト、ig∴i4 ガg一りい京追跡出⊥追物（1（））  
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1rig∴i5 親i又式二仁器（1）  
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rTig∴うG 経文J・い二㍑謹（2）  

57   



P」．1  

∵藩鱒  尋猷  
3．H－1号住居址東西セクション（南東から）  

6．H－2号住居址（西から）  

8．JD－1号土坑（西から）   7．JD－1号土坑南北セレクション（西から）  



Jヽ・・・丁  

l．H－3号住居址（西から）   

十二∴■？▲‾ ∴ 
∴・ 、  

－ 
－ 

転‾ 

。 
鴇■  

2．H－3号住居址東西セクション（北から）  

J■－    」－－  

4・ごしJ  

3．H－3号住居址南北セクション（西から）  

4．H－3号住居址カマド（西から）  5．H－3号住居址遺物出土状態（北から）   



P」．3  

2．H－4号住居址遺物出土状態（南東から）  】．H－4号住居址カマド過物出土状態（南から）   

3．H－4号住居址（兼から）   



P」．4  

1．H－5号住居址（南から）  

4．H－6号住居址（西から）  3．H－5号住居址南北セクション（西から）  

6．H－7号住居址遺物出土状態（東から）  5．H－7号住居址（東から）  

8，H－8号住居址（東から）   7．H－7号住居址遺物出土状態（南から）  



1．H－5，H→9号住居址の重複（西から）  

2．H－9号住居址カマド（西から）  3．H－9号住居址遺物出土状態（北から）  

4．H－9号住居址遺物山土状態  （向から）   5．H－9号住居址遺物山土状態（陶から）   



P」．6  

2．H－10号住居址過物出土状態（西から）  1．H－川号住居址過物出土状態（北から）   

3．H－tO号住居址（西から）  

5．D－3号土坑（南から）   



P」．7   
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PL．9  

26  
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23  

30   
29  



PL．10  

52  

54   

亡一触・「ミ・－－  

58  

59  

悶   



P」．1l  
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PL．12  

1．石器・石堀類（表）  

常 態  

2．石器・石鍼類（婁）   



P」．13  

野■  
l砂  

■  ▼  

縄文式土器1～25   



PL．14  

縄文式土器26～48   
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